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 　　２０１５年度　公益社団法人 山形青年会議所

　　 第３回 役員候補者会議  議事録
◆ 日  時 ：２０１４年１０月１７日（金）　　　　
１８：３０～０：００　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆ 場　所 ：愛和建設株式会社　１階　大会議室　
1． 開  会                                          　　　武田専務理事候補者

2． ＪＣＩクリード唱和                              　　　三瓶委員長候補者
3． ＪＣＩミッション唱和                            　　　茂木委員長候補者
4． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                  　　　　松田委員長候補者
5． 東北ＪＣ宣言唱和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹田総括幹事候補者
6． 出席者の確認（敬称略）                          　　　近藤事務局長候補者
理事長候補者                横　山　隆　太
直前理事長候補者            齊　藤　秀　昭
実行委員長候補者            鈴　木　辰太郎
副理事長候補者              安　藤　太一郎
副理事長候補者              遠　藤　智　大（欠席）
副理事長候補者              井　上　智　博（公欠）
監事候補者                  鈴　木　　　力（欠席）
監事候補者                  長　瀬　洋　一
監事候補者　　　　　　　　　三　沢　慶　洋（遅参）
専務理事候補者              武　田　靖　裕
特別委員長候補者            與　田　貴　博
常任理事候補者              髙　野　秀　哉（遅参）
常任理事候補者              安孫子　直　樹（欠席）
常任理事候補者              庄　司　安　宏
常任理事候補者              會　田　智　弘
副実行委員長候補者　　　　　伊　藤　善　隆

本部長候補者　　            荒　井　要　雄
委員長候補者　　　　　　　　河　又　勇　人（遅参）
委員長候補者　　　　　　　　狩　野　慎一郎
委員長候補者　　　　　　　　伊　藤　暢　宏（遅参）
委員長候補者　　　　　　　　松　田　佳　人
委員長候補者　　　　　　　　茂　木　政　樹
委員長候補者　　　　　　　　三　瓶　　　勝
総括幹事候補者　　　　　　　竹　田　ひろみ
出向理事候補者　　　　　　　岩　田　雄　治（欠席）
財政局長候補者　　　　　　　丹　野　　　覚
事務局長候補者              近　藤　英　雄
＜オブザーバー＞

会務セクレタリー候補者      加　藤　　　亮
会務セクレタリー候補者　　　向　田　竜　也
７．会議成立の確認                          　　　　　　　　　近藤事務局長候補者
８．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                    横山理事長候補者
９．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山理事長候補者
１０．理事長候補者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山理事長候補者
皆様、こんばんは。第三回役員候補者会議に定刻までお集まり頂きまして、本当にありがとうございます。まずは本日から委員会事業計画が上程になります。それぞれ貴重な時間をお使い頂いて、それぞれのラインの中でコミュニケーションを取って頂いて、本日の上程となると思います。心から皆様のご努力に感謝申し上げますとともに、本日ここで上程したときに、たくさん意見や質問が出ることに対して、決してそれが悪いことと捉えずに、意見や質問をもらうということを、皆様がしっかり作り込んだ原型があるからそこに対して皆様から真剣な意見と質問が出るのだなと捉えて頂きたいと思います。全く出ないものに関しては、相手にされていないのではないかなぐらいに思って、たくさん出るということはその事業、その委員会の設置に関して本当に皆が真剣に向き合っているのだなという風に思って頂ければと思います。もう一つ、違う視点から一つお話をさせて頂きたいと思います。「企業は生き物である」という言葉を聞いたときある方いらっしゃるかと思います。企業だけではなくて、組織だったり、団体だったり、確かに生き物であるという表現は本当に広すぎるのですが、私がそれを捉えたときに感じるのは、とにかく環境が変化する、自分だけではなくて周りが変化していく中で、生き物のようにどういう風に対応していくかということなのだと思っています。有名な話にはなるのですが、本年ＳＯＮＹさんが、電器の大きな企業のＳＯＮＹが無配というところのニュースなんか耳にしたことあるかと思います。または任天堂、我々世代の中でやはりファミリーコンピュータだったり、ＳＯＮＹだったら何でもＳＯＮＹを揃えるようなＳＯＮＹマニアの方もいらっしゃるような大きな企業ですが、今苦戦しておるようです。それとは逆に、ＤｅＮＡさんだったり、最初はやはりライブドアさん辺りから、ＩＴの企業が伸びてきて、ちょっと考えられないような利益率をそれぞれの企業が残していったり、社会環境が変わることによって、それぞれの企業、それぞれの業種が変わっていく、そんな中で同業他社の中で全ての業種の一つの業種の中でその業種に関わる企業の全てが落ち込んでいるのであれば、それはもしかしたら社会環境だけのせいに出来るかもしれません。ただＳＯＮＹがいる、任天堂がいる業界、業界全体としては、もしかしたら全体の数字は下がっているかもしれませんが、その中で伸びている企業というものが確実に存在します。何を言いたいかというと、環境のせいにするのではなくて、その中でできること、しっかりとお客様から理解して支持されてお金を払ってもらうこと、そういうことをしっかりしていけば、環境だけではない自分の頑張りの中で、しっかりと企業としての利益を残していけるのだなということにつながってくると思います。事業計画を考えるときに、企業の事業計画も少し頭の片隅に置いて頂いて、ＪＣだけではなくて、これから委員会の事業設置、委員会の設置の背景を考えたときに、今の世の中、今の社会環境でうちの委員会は一体どういう設置の背景があるのだろう、どういうことに取り組んでいけるのだろう、社会と密接に関わることを意識して頂きたいと思います。我々だけＪＣだけでやっているのではなくて、山形、日本、世界の中で、本当に環境の中で我々が存在するということを意識しながら、自分の事業計画、他の事業計画に対しての意見も皆で考えて頂ければなと思います。最終的に明るい豊かな社会を創造するという最終目的は、多分人類が存続する限り果たされない、ずっとそれが目標になっていくものなのじゃないかなと私自身思っています。ただ今私たちがそのいる世代の中で大きな大きなビジョンの中で本当に近い将来の中で目指すべきところ、そんなところも意識しながら今の環境、そして未来のビジョンそんなことを意識しながら事業計画にも向き合って頂ければ、これも一つ違う気付きも得られるのかなと思います。長くなりましたが、会議自体も本日から長丁場になってくるかと思います。寒くなってきて体調崩している方もいらっしゃいますが、まずはこの時間を皆で揃っているというこの時間を貴重な大事な時間として捉えて頂いて、有意義なものとなることをご祈念申し上げまして、理事長としての挨拶に代えさせて頂きます。本日も宜しくお願いします。ありがとうございました。
１１．直前理事長候補者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤直前理事長候補者

皆さんこんばんは。まずは２０１４年度に対しての多大なるご協力とご配慮、そしてご尽力頂きましてありがとうございます。そして２０１５年度の船出に向けてゆっくりと着実に進まれていることも併せて感謝申し上げるところであります。今ほど横山次年度理事長からありました、委員会方針が出て様々な意見が飛び交うであろうというところがありますが、私が青年会議所活動をしている中で、言葉が残っているものが一つありますので、それをご披露して、会のご盛会を祈念したいと思います。以前会頭をされた方の言葉であります。「人は人でしか磨かれない」という言葉を残された方がいらっしゃいます。やはり今ほど横山次年度理事長からありましたが、他の委員会を磨くのは他の委員会であるということだと思います。ここでは必ず色んな意見を持って、この会をしっかりと担って頂きたいという風に思います。それがよくありがちな言葉で「個人的な意見になりますが・・・」という言葉を主語にされて意見を申し上げる人が毎年います。もうここにいる方は、理事でありまして、その後ろにはもう既にメンバーがいるわけであります。個人的な言葉ではなくなるということをご認識頂いて、短い時間ではありますけれども、しっかりとした議事にして頂きたいなという風に思います。そしたまた、上から目線になろうかと思いますけれども、横山次年度理事長第三回目の役員候補者会議になりますが、確実に階段を登っております。ご挨拶を聞かれてもお分かりかとは思いますが、理事長というものをしっかりと背負い始めています。もちろん背負っているわけですけれども、一歩一歩本人も前を向いて、上を向いて、先ほどありました明るい豊かな社会を実現するために歩みを進めておりますので、そちらのほうに皆様もベクトルを合わせてしっかりと歩んで頂きたいという風に思います。本日もどうぞ宜しくお願い致します。ありがとうございました。
１２．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　三瓶委員長候補者
ファイル名「15-pre03-02」。確認事項その他含め２件、討議事項その他含め２件、協議事項その他含め１２件、報告依頼事項その他含め７件。
１３．議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山理事長候補者
全員賛成。
武田専務理事【補足】
アジェンダの説明を少々させて頂きます。左側にファイル名がありまして、リンクが飛ぶようになっております。昨日事前配信させて頂いております。事前配信から変更がありました議案につきましては青文字で表記しておりますので、上程される方は議案の説明と更新後からの変更点を説明頂ければと思いますので宜しくお願いします。
（以下、『候補者』表記を割愛）

１４．確認事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
確－０２　その他
削除
確－０１　出向者について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
武田専務理事【上程】
先日の出向者報告会にてご紹介させて頂いた。只今こちらの資料にて配布されている方が確定しているメンバーの為、各自ご確認頂くようお願いします。
１５．討議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
討－０２　その他
削除
討－０１　２０１５年度スタッフセミナー開催（案）に関する件　　総務情報委員会
三瓶委員長【上程】

前回４ＬＯＭ合同例会の顔合わせ会があるということで、当初予定していた１０月３０日から１０月２３日木曜日１８時半から２１時、会場が東部公民館から北部公民館へ変更させて頂いた。前回ご指摘頂いた参加員数計画のところに理事メンバー２７人、スタッフメンバー２５人合計５２名ということで記載をさせて頂いた。案内は１０月８日に同報にてご案内をさせて頂いた。前年度からの引継ぎということで、前年度は議案の上程がなかった為、今年の黒沼委員長の方から引継ぎ事項お聞きして記載している。
會田常任理事【補足】

宜しくお願いします。

武田専務理事【補足】

宜しくお願いします。

鈴木実行委員長【意見】

この議案は前回までの意見動態が書いていない。もう会議するに値しないという風に言われてきた。僕も正直そう思う。そしてまた前回言ったものが反映されていない部分がいくつもある。総務は最初の議案で特に模範を見せてほしい。これから協議議案も増えてくる。しっかりとここは模範としてやって頂きたい。

参考資料にある「次第」「シナリオ」「実施組織図」これは全て審議対象資料である。これは討議だと言ってもそれで統一する。それは議案のフォーマットにも書いてある。

案内状の部分、これは理事長の名前で出す文書であるが、それにしてはこれは疎かである。例えば、「拝啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は山形青年会議所の活動に対しましてご協力頂きましてありがとうございます。」とする。そして、次は段落を変えたら「さて」から始める。段落文の場合にはそういったルールを特に総務情報委員会だからしっかり守って頂きたい。模範となるものでやって頂きたい。

河又委員長【意見】

参考資料「次第」の日時が変更されていない。

安藤副理事長【質問】

取りまとめの期限が１６日になっているが、現在の取りまとめ状況を教えて頂きたい。

三瓶委員長【回答】

取りまとめ表が添付されておらず、申し訳ない。まだ連絡のついていない委員会がある。早急に確認する。

安藤副理事長【意見】

２０１５年のスタートのセミナーであり、このセミナーに参加しなければこの後の議案の作成、予算の作り方、理事会自体が成り立たない。総務の三瓶委員長だけでなく、ここにいる委員長の皆様がしっかり参加を募って頂くようにお願いしたい。

三沢監事【意見】

次第に私の名前で監事講評が記載されているが、欠席のためできない。しっかり確認を取ってから記載して頂きたい。私の代わりに長瀬監事が講評をして頂けるとのことなので変更をお願いしたい。

武田常任理事【補足】

来週の開催。委員会の柱の議案の作り込みの勉強会、公益の勉強会となる為、理事の皆様のお声掛けを再度して頂き、スタッフの方、メンバーの方にご出席頂くようお願いしたい。
１６．協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
協－１２　その他

削除
協－０１　理事長所信ver１８（案）に関する件　　　　　　　　　事務局
武田専務理事【上程】
前回から一箇所変更点がある。ご確認頂いた上で、ご意見お願いしたい。
協－０２　グループ基本方針に関する件　　　　　　　　　　　　　各グループ
・６０周年実行委員会

伊藤副実行委員長【上程】
背景の部分、前段の部分を削って書き込んでいる。目的の部分、表現を変えていることがある。ご意見頂戴したい。
狩野委員長【質問】
５２行目「今の自分を見つめ直し」という部分。今の自分をどういう風に見つめ直すことなのか教えて頂きたい。
伊藤副実行委員長【回答】
１２月３１日の成果ということの中で、６０周年を祝うということ、記念事業、祝賀会等するということは過去を学ぶということ。今現在、自分たちは一生懸命ＪＣ活動している、自分の成長を目指して努力している、ただそれを時間軸の中、これまでの６０年という時間軸を考えて、先にある今現在の自分を見つめ直して、これからを考えていこうということである。これまでをきちんと総括して、次の一歩を踏み出そうという意味合いを込めて、それをＬＯＭのメンバー一人一人、全員がやれるような状態を成果としたいという風に思って記載させて頂いた。
茂木委員長【質問】
５５行目、５９行目「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」という表記。前段の部分で国際的な記述があまりないように感じるが、あえてこのローマ字表記にした理由があれば教えて頂きたい。
伊藤副実行委員長【回答】
国際的な記述がないというご指摘を頂いたが、文字数の関係も諸々考えた末、最初の文書「魅力を全国、世界へと発信してきた」というところに国際的な部分ということを込めさせて頂いた。最初と最後の文に、世界を見据えた意味での「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」という表記で基本方針を締めさせて頂いた。
・交流推進グループ

安藤副理事長【上程】
安孫子常任がまだ入院中のため、代わりまして私から上程させて頂く。

前回の常任理事会議を受けて、前段の背景の部分、下段の部分大幅に修正している。役員候補者会議で頂いたご意見についても修正を加えている。後半の赤字部分もご確認の上、ご意見頂戴したい。

庄司常任理事【意見】
２行目「先人達は６０年もの年月をかけ、自然豊かな環風景、歴史、文化、ホスピタリティ等、日本国内のみならず世界中に広く発信し深化させる事により、国内外に共に歩み続ける同志を作る事が出来ました。」という部分。「先人達」とは先輩方のことを指していると思うが、「先人達」という言い方ではわかりづらいのではないか。

河又委員長【意見】
１行目「かつてライシャワー博士が」という部分。全体を見たときに違和感を覚える。もし入れるのであれば、「『山の向こうのもう一つの日本』とかつてライシャワー博士が称した」の方が良いのではないか。

竹田総括監事【意見】
１１行目「平和維持と国際協力への認知向上を図り続けるために、次世代そして目の前の一人ひとりに伝え続ける運動を行います。」という部分。この前に「ＵＮ ＭＤＧs」という記述があるため、世界全体を考えたときに今現在世界全てが平和とは考えにくく、「平和維持」という表現は変えるべきではないか。

鈴木実行委員長【意見】
１段落目。「背景」とは、「現状認識し、現状を分析することで、課題を明確にする」部分である。今の文書では、「今の状態でもまあまあいい感じだが、もっと良くしたい。」と感じる。正直な気持ちかもしれないが、これでは力強さが生まれない。本当に強い歩み出しをするためにはしっかり問題というものを捉えるべきである。もう一度、背景に向き合ってもらいたい。

３段落目。目的の中の「新たな『まちづくり』『ひとづくり』を創造し、」という部分。２段落目の取り組みを含めてもあまりしっくりこない。

「共生共創のまちＹＡＭＡＧＡＴＡ」という部分。しっかりＪＣレポートを読んで、ただ単に人とのつながりだけではない。コミュニティービジネスなどもある。本当に「共生共創のまちＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現するための取り組みになっているのか。ある言葉を使うことは良いが、しっかりとそれを自分のものとして説得力のあるグループ基本方針にして委員長を導いて頂きたい。
・ＬＯＭ運営発信グループ

＜会員拡大担当＞

庄司常任理事【上程】
前回常任理事会にてご指摘頂いた部分、大幅に変更している。ご意見頂戴したい。

狩野委員長【意見】
４行目。「そのためには、多くの志高き会員の力が必要不可欠で、」という部分。よく気持ちがわかるが、もう少し言い回しの部分で注意して頂ければ良いのではないか。

伊藤副実行委員長【意見】
１行目。「歴史と伝統の基」という部分。この場合、もしかすると「下」という漢字の方が良いのではないか。「基礎として」という思いを込められたと思うが、「基」という漢字が単語として一つある状態はあまり見ないケースのため、お考え頂きたい。

５行目。「メンバー全体で」という部分。「メンバー全員で」の方が良いのではないか。「ＬＯＭ全体で」という表現は一つの組織を表すかと思う。

８行目。「メンバー一人ひとりが会員拡大運動の意義・重要性を理解する必要があり、会員拡大運動に精通した講師による例会の実施をします。」という部分。「会員拡大運動に精通した講師による」とすると手法が入ってきていると思われる。ここには目的と事業の実施を記載頂ければと思う。

荒井本部長【意見】
６行目から９行目。一文の中に「愛するまちやまがたのために」、「更なる会員拡大運動を展開するために」と目的が２つ入る構成になっている。分けるか、合わせるかすると読みやすくなるかと思うので、ご一考お願いしたい。

鈴木実行委員長【意見】
前回、前々回と指摘してきた一段落目の「メンバー全体で」という部分。ここではこのような記述は必要ない。ここで必要なことは「会員拡大運動を行う必要があります」ということ。メンバー全体で行うように促すことは、委員会の役目としてどうやって行うかという取り組みになってくる。背景としても「メンバー全体で」となると「なぜ？」となる。確かにそうではあるが、力強さが下がってくる、自分たちがしなければならないということの意識が低く感じてしまう。そのため、この表現を除くべきである。

４行目、５行目。２回「必要があります」と出てくる。文の構成の問題だけでなく、一段落目に書くべきこととして、理事長所信にも触れているが、「長引く不況や社会背景の影響もあり、」という単なる理由をここに書いてあるけれども、現在の山形の状況を入れるべき。根拠のボリュームが課題に対して薄い。ここをしっかりした方が良い。例えば、高齢化が進んで、対象となる年齢の人口が減っているのか。全体の人口としては横ばいだが、どうなのか。そういったことを含める文章にしていくと、そういった背景の中で拡大していく必要があると持っていけばいい。

「青年会議所が目指す明るい豊かな社会の実現に向け、」という部分も間違いではないが、理事長所信から持ってきて頂きたい。理事長所信のものを読み替えて、２０１５年度として持ってきて頂きたい。背景に組み込んでいただきたいと思う。
＜渉外支援・総務情報担当＞
會田常任理事【上程】
前回頂いたご意見を基に、赤字部分記載している。５８行目については、考える上でのメモのため、削除して頂きたい。

伊藤副実行委員長【意見】
１行目。「進む社会のグローバル化や高度情報化」という部分。動詞が先に来ているため、「社会のグローバル化や行動情報化が進む中で」などの表現の方が良いのではないか。

與田特別委員長【意見】
５３行目。「一体となる円滑で強固な組織基盤」という部分。若干違和感がある。「一体化し強固である組織基盤」という表現はわかるが、そこに対し滑らかな表現の「円滑で」が加わると印象として弱くなる。「円滑で」という表現を入れる場合には、後に続く「盤石な組織運営」の方に持っていき、例えば「円滑で盤石な組織運営」とした方が良いのではないかと思う。

鈴木実行委員長【意見】
２行目。「経済格差の拡大による閉塞感を拭えません。」という部分。実態として、経済格差の拡大による閉塞感があるのか。また、２段落目の取り組みによって、その閉塞感は拭えるのか。そういった内容になっているのか、今一度審議まで向き合って頂きたい。
武田専務理事【補足】
基本方針、委員会事業計画について、事務局でヘッダーにグループ名、委員会名を入れさせて頂いている。またファイル名も「15～【グループ名・委員会名】名前ver」という形で統一している。また皆様のお名前の苗字と名前の間に一マス全角でスペースを空けている。今後修正する際、こちらのファイルを利用して頂くようお願いしたい。
・地域活性グループ

髙野常任理事【上程】
前回ご指摘頂いた点、文面等含め修正させて頂いた。

庄司常任理事【意見】
８行目。「継続発展して開催するために、」という部分。継続するから開催することになり、開催するから継続することになり、意味が重複しているため、「発展して開催するために、」という表現の方が良いのではないか。

１０行目。「花火大会が市民参画型の大会を行うために、」という部分。表現に違和感がある。

１３行目。「次世代を担うリーダーに成長するために、」という部分。「リーダーとして」等の表現の方が適しているのではないか。

庄司常任理事【質問】
１８行目。「新たな『たから』を市民の方と共有共感し、」という部分。前の部分では「市民の方々」や「人々」という表現を使っているが、ここで「市民の方」とした意図があれば教えて頂きたい。

髙野常任理事【回答】
特に意図はないため、「市民の方々に」修正する。

伊藤副実行委員長【意見】
３行目。「やまがたの未知の伝統、魅力の認知が希薄になっています。」という部分。「未知」であれば、「誰も知らない」ということになるため、認知することもなければ、認知が希薄になることもないのではないか。「未知の」という表現がなければ、スッキリするのではないか。

８行目。「新たな大会運営方式を作り、関係諸団体との連携を更なる強固な関係を構築し、連絡調整を図り、」という部分。日本語としての精査が必要ではないか。また、手法が入ってきているかと思うので、取り組みの表現へ修正頂きたい。

伊藤副実行委員長【質問】
７行目。前回までの「山形らしさ」から「たから」という言葉へ変わっているが、「たから」とはどういう意味合いで使っているのか教えて頂きたい。

髙野常任理事【回答】
「たから」とは、「地域のたから」ということで花火など今まで見つけてきた「たから」、まだ知られていない未知の部分の「たから」もあり、多く含めた「たから」ということで書かせて頂いた。自分の中で「たから」というものは、やはり青年会議所で見つけてきた、花火大会もまだ３６回目までとその良さがまだ伝わっていない可能性もあり、それも「たから」だと思っている。そこで「たから」という言葉を使わせて頂いた。

伊藤副実行委員長【質問】
花火のことも含めて「たから」ということで、また「未知の」という言葉が出たが、「知らない」ことを探したいという思いなのか、それとも「今あること」「本当に目の前、山形にきちんとあるもの」にもかかわらず、私たちが気付いていないだけなのではないか、本当はいいものなのにとかそういうものを探したいという意味合いなのか、それとも本当に新たな価値観を築き上げていきたいという意味合いなのか、教えて頂きたい。

髙野常任理事【回答】
私の中では今までその方々が知らなかったもの、知らなかったことを新たな気付きということで、発見して頂くということで書かせて頂いた。

會田常任理事【意見】
前回、修正の際に前後の関係がわかるようにとご指摘したが、前回Ver.14だったものがVer.13に落ちている。これではちょっと確認しづらいので、次回こそ確認を行ってください。

三瓶委員長【意見】
６行目。「未来を担う子ども達にはやまがたの魅力を知る一歩とし、市民の方々は今まで発見してきた「たから」を知っていただく事業を行います。」という部分。文章の表現としてどうなのか。

鈴木実行委員長【意見】
次回が審議となるが、中々追いついていない。前回に比べると、向き合ってきたと思う。こういうことをしたい、こうしたいという自分なりのイメージは伝わってくる。ただ「なぜそうしたいのか」という部分がない。問題点の提起が弱い。こういう問題があるから、それを課題として、こういう取り組みを持って、改善したいというものが本来の流れであり、本来の問題解決のプロセスである。そこが見えてこない。することが決まっているため、という部分を越えていない。与えられた任務に対して、理由付けをしているだけになっている。そのため、一段落目今の問題としては３行目「やまがたの未知の伝統、魅力の認知が希薄になっています。」という部分かと思うが、認識が甘いため全体的にそうなっている。

鈴木実行委員長【質問】
６行目。「やまがたの魅力を発信するために、」という部分。なぜやまがたの魅力を発信しなければいけないのか教えて頂きたい。

髙野常任理事【回答】
やまがたの魅力を発信することによって、もっとやまがたのことを好きになってもらいたいという思いがあって、書かせて頂いた。

鈴木実行委員長【意見】
今の回答で気付くかと思うが、「こうしたいから、こうする」ではなく、「こういう問題があるから、こうしなければならないから、こうする」である。現状の認識がなく、こうしたいというだけである。議案を含め、全ての事業がそうであるが、自分がしたいことをするのではない。そのため「手法ありきはない」とよく言われる。この問題意識を持って頂きたい。どういうことかと言うと、皆で共感するから、皆で同じ目的へ向かうから、ＪＣは力強く運動を発信できる。自分だけが思うことをやっていても、力強くない。そうすると地域にもメンバーにも影響力がない。メンバー１３０人全員が同じことを思えば、市民に影響力がある。そうするためにもここが大事である。

１４行目。「多くの市民の方々が候補者に触れ、山形に対する関心が向上するために、山形市長選挙公開討論会を行います。」という部分。なぜこれをしなくてはいけないのか、見えない。本当に市長選挙公開討論会をしなければいけない理由というものがある。それをまだ自分のものにできていないから、このような言葉で、私から言わせると逃げている。市長選挙公開討論会で調べれば色々出てくると思う。そこも勉強して頂きたい。

１９行目。「共有共感し、」という部分。共感とは、感情を共有することを言う。このような連続した表現はない。

１９行目。「未来を担う子ども達へ継承を行い、」という部分。「行う」とあるため、これは取り組み。目的を書くべき段落に書くべきではない。

三沢監事【意見】
グループとしての方針そのものがあって、最後にテーマを持ってきているわけであるが、テーマも大きくズレがあるように感じ、違和感がある。自分たちのグループで持っている担い等々を全体的に考えて頂き、こちらのテーマももう一度考え直して頂くことが適切ではないかと思う。

横山理事長【コメント】
皆様お疲れ様です。常任理事の皆様、前回の常任理事会からの時間のない中での修正お疲れ様でした。ありがとうございます。そのときにお話しさせて頂いたのですが、やはり少し時間もないのかなと思う中で、もう一度全体の文章を、頭から最後までを何度もになるのか、一度しっかりなのか、俯瞰するような形で全体を見た形での文章にして頂きたいと思います。次回また協議ではなくて、審議になってくると思いますので、それぞれのラインで見るときに全体をもう一回見て、一つ一つの言葉について意見もたくさん出ています。それぞれ副理事長、他の常任の皆様から非常に良い意見が出ている中なのですが、どうしても部分的なところでの意見のやり取りになったりすると、どうしても文章が変に続いてしまったりとか、部分的な修正になっているところが見受けられますので、全体のところをもう一度見て頂きたいと思います。間違いなく精度が上がってきているというか、それぞれの使っている言葉であったり、フレーズ的なところであったり、良いものがたくさんあって、私は嬉しく思います。ですので、また時間を使って頂きながら良いものを、繰り返しになりますが作ること、書くことが目的ではなくて、その中で自分が考えること、そしてこれを皆に伝えていくことが、ここに向き合うことになってくるので、また次回まで有意義な時間を過ごして頂きたいと思います。ご苦労様でした。
協－０３　委員会事業計画に関する件　　　　　　　　　　　　　　各委員会
・６０周年実行委員会
竹田総括幹事【委員会主旨読み上げ】
庄司常任理事【意見】

６行目。「Ｔｈｅ　Ｍｏｔｈｅｒ　Ｌａｎｄ　ＹＡＭＡＧＡＴＡ」という部分を含めた全体の文字数が７７６文字のため、７７７文字に対し文字数が足りない。文字数のご確認を頂きたい。

１６行目。「客観的に私たちの事業を評価する」という部分。事業は評価してはいけないものの為、「評価」ではなく「検証」等の言葉の方が適しているのではないか。伊藤副実行委員長のグループ基本方針においても、「評価」ではなく「検証」を使っている。活動に対しての評価ということに違和感があるため、ご検討をお願いしたい。

１８行目。「６０周年という尊い想いの積み重ねを見つめ直し、」という部分。６０周年をきっかけにという意味かと思うが、青年会議所メンバー以外、市民の方々にとっては薄いのではないか。ご検討頂きたい。

庄司常任理事【質問】

「６０周年記念式典」、「６０周年記念祝賀会」はどちらが先にやるものとして考えているのか教えて頂きたい。

鈴木実行委員長【回答】

現段階では確定していない。

河又委員長【意見】

３行目。「昨今取り上げられている数多くの問題の中より、まちの空洞化や地縁的なつながりの減少に対して、」という部分。「まちの空洞化や地縁的なつながりの減少」を問題点として捉えているのかと思う為、「昨今取り上げられている数多くの問題の中より、」という文はいらないのではないか。

伊藤委員長【意見】

１１行目。「６０週年」という部分。「周年」の漢字が違うので修正お願いしたい。

茂木委員長【質問】

１７行目。「ＪＣ 運動」という部分。半角スペースがあるが、正しいのか。

竹田総括幹事【回答】

単純なミス。

松田委員長【意見】

１１行目。「私たちが６０週年を迎えられる事を分かち合う事で、」という部分。表現に違和感がある為、例えば「６０周年を迎えられる喜びを分かち合う事で、」とするとスムーズではないか。ご一考願いたい。

安藤副理事長【意見】

文章読ませて頂いて、非常に思いが強いのかと思う。「山形」「やまがた」という表現が非常に多く出てくる印象がある。また、「６０周年」も相当数出てくる。６０周年実行委員会の為、「記念式典」や「記念祝賀会」については「６０周年」という文字を入れなくても伝わるのではないか。８００字という限られた文字数の中で、多用というのは非常にもったいなく感じる。全体的にもう一度見て頂くともっと良くなるのではないか。次回、期待している。
・花火大会特別委員会

荒井本部長【委員会主旨読み上げ】

鈴木実行委員長【意見】

大変良くできている事業計画と感じる。ただ、我々６０周年も同じだが、「６０周年だから６０周年のことをやる」となってしまう。この背景では、「花火大会があるから花火大会をやる」となっている。私たちは違う。花火大会特別委員会という名前かもしれないが、「なぜ花火大会が必要なのか」というところから考えて頂きたい。花火大会の素晴らしさ、今年度の髙野常任理事も苦労したが、そもそも花火大会はなかったものを誰かがやった、そしてＪＣが復活させた。これまでやってきたから来年もあるわけではない。そして今現在、色んな意味で問題を抱えている。そんな中でも花火大会に結びつくための背景を考えて頂きたい。多分私からすると山形の花火大会は必要だと思う。でも、なぜ必要なのか、そこを入れて頂きたい。

安藤副理事長【意見】

１１行目から１５行目。「また、これからも発展性と資金面において持続性のある大会を行うために、運営上欠く事の出来ない市民サポーターと協賛金の募集を拡大し、」という部分。私の感じたところでは、サポーターと資金のことを一つの文章に書いてしまうことに違和感がある。ご検討お願いしたい。

１５行目から１７行目。第１例会と第３例会のことを一つの文章にすることは無理があるのではないか。再度ご検討頂きたい。

庄司常任理事【意見】

１４行目。「ご協賛頂いた個人と企業様から」という部分。個人、企業ともに花火大会のために協賛頂く為、「様」をつけるかつけないか統一したほうが良いのではないか。ご検討頂きたい。

狩野委員長【意見】

１０行目。「視覚的に最も良い観覧会場の提供」という部分。特別桟敷席のことをイメージしたが、固い文章になっており、この中に盛り込むことが難しいかもしれないが、「花火がより素晴らしく見える」ということをもう少し違う表現で記載して頂きたい。

會田常任理事【意見】

５行目に「今後の継続性や発展性」という表現があり、１１行目から１２行目に「これからも発展性と資金面において持続性のある」という表現がある。「これからも発展性と資金面において持続性のある」という言い回しが気になる。５行目の言葉を利用した形での順序、精査をして頂ければ、もっと読みやすくなるのではないか。ご一考頂きたい。

伊藤副実行委員長【意見】

第一段落背景の部分。２行目からの文章、「会場の一部造成により取り巻く環境が変化する中、」という部分が委員会の設置された背景となる社会情勢的なことかと思うが、ここから最後までが一つの文章になっていると、一つの中に色々なことが盛り込まれた状態になってしまう為、例えばこの文章を二つに分ける等、それぞれで区切った方がより読みやすくもなり、また考えも整理しやすくなるのではないかと思う。

竹田総括幹事【意見】

１５行目。「大会の成功祈願とご協力を頂いた皆様へ、感謝の意を表す機会を創出するために、」という部分。「ご協力を頂いた皆様へ感謝の意を表す機会と大会の成功祈願」とすると伝わりやすいのではないか。現状では「祈願」と「皆様へ」となっていると思う。ご検討頂きたい。
・次世代創造委員会

河又委員長【委員会主旨読み上げ】

茂木委員長【質問】

４行目の「身の回りにあふれる」、８行目の「活気溢れる」という部分。「あふれる」と「溢れる」で使い分けている意味等あれば教えて頂きたい。

河又委員長【回答】

特に使い分けていなかった為、漢字に修正する。

庄司常任理事【質問】

８行目。「山形の未来を託す人材の考えを理解し、」という部分。こちらは「山形市長選公開討論会」のことで、「人材」とは「次の市長」のことを指すのか。

河又委員長【回答】

ご指摘頂いた通り。「人材」を「候補者」等、読みやすい文言に変えて修正する。

庄司常任理事【意見】

読みづらいということではない。「未来を託す人材」と考えると、山形の未来は私たちが選んだ市長が全てを負うというように捉えてしまう。未来を切り開くのはあくまでも市民であると思う。そのリーダーとしての市長を選ぶための討論会ではないかと感じる為、ご考慮頂きたい。

１８行目から１９行目。「子どもたち」という表記が、それ以前では「子ども達」となっている為、統一すべきではないか。

竹田総括幹事【意見】

委員会事業計画の書き方のルールでは、「～するために、～します」とある。１２行目からの文では、「～なるために、」となっている為、ご検討頂きたい。⇒ルール上問題なかった為、訂正の必要なし。
三瓶委員長【意見】
髙野常任理事のグループ基本方針と比較すると、「山形市長選公開討論会」と「山形市長選挙公開討論会」と表現が異なっている為、統一が望ましいのではないか。

鈴木実行委員長【質問】
３行目。「多くの市民はその素晴らしさを認識しきれていません。」という部分。このように思う根拠はなにか教えて頂きたい。

河又委員長【回答】
私自身、県外の方から山形の方は良いところのＰＲ方法が下手だと聞く為、山形の方は良いところを認識していない為にアピールできないのではないかと考え、このような表現を用いた。

鈴木実行委員長【意見】
私の認識では、山形の市民性、県民性というものが「謙虚を美徳とする」という感情があると考える。人によって色々な見方があるものを、ここで「認識しきれていません。」というように表現するよりは、もっと異なる表現を用いた方が良いと思う。後段に「誇り」という表現もあるので、例えば「就職して県外に行った方で戻ってくる方が少ない」等、何かしら根拠のあるものが説得力につながる。感覚的に自分がこう思うからこうだというものでは、共感できる人が少なくなってしまう。多くの人に共感して頂けるような文章にして頂きたい。

取り組みと目的がまだまだ見えてきていないと感じる。例えば「市長選公開討論会」の目的は既に明らかになっている。「市民の政治や行政に対する関心を高めるため」で、その結果として「投票率が上がる」ということをＪＣは目指している。そして、もう一つは「政策主導型政治の実現」を目指している。そのため、「マニフェスト型公開討論会」という。このように明らかなものも現在の状況のようでは、まだ調べていないのかと思う。自分たちの事業をなぜするのか。調べればすぐわかる。ただしそれを自分でどのような表現をして、興味を持って人が来るようにするのかというところでまた工夫が必要にはなる。もっともっと事業に対して、取り組みに対して向き合って頂いて、今後の事業計画を進めて頂きたい。

安藤副理事長【意見】
前半の目的の部分。余りにも文章が細切れになってしまっている為、もう一度委員長の中で文章をよく考えて頂きたい。

１６行目からの災害支援について触れている部分。「迅速な初動支援活動」とあるが、震災が特別あったことと思うが、やはりそのとき「初動支援」という部分は自衛隊や消防団等が入ることであると思う。その後の支援というものも当然あり、先日の南陽の支援でも一週間経過後の泥かきなどの支援もある為、この部分の文章を再考頂きたい。

「ＪＣのネットワークも活用しつつ」とあるが、ブロックの中での災害支援協定であるとか、地区協議会であればＴＡＤＳ－ＮＥＴであるとか、そういったものを書いていると思うが、それ以外に全社協であるとか民間のボランティア団体であるとか、そういったものとのつながりを活かしての支援活動というものも考えられるのではないか。再度考えて頂きたい。
・会員交流委員会

狩野委員長【委員会主旨読み上げ】

庄司常任理事【意見】

１行目から５行目。２０１文字となっており、全体で８０１文字となっている為、文字数の精査をお願いしたい。

１５行目。「日本ＪＣシニアクラブへの支援を行います。」という部分。「支援」では少しおかしいのかと思う為、考慮頂きたい。

１５行目。「日頃より青年会議所活動を」という部分。６行目では「青年会議所運動」となっている為、同じ意味であればどちらかに統一して頂きたい。

１９行目。「そこで出会うまたとない『機会』と育みそして生まれる絆」という部分。「『機会』と」で区切れるのであれば、句読点がないとわかりづらいのではないか。もし句読点を入れない場合には、「『機会』を」等の表現の方が良いのではないか。ご一考頂きたい。

庄司常任理事【質問】

２行目。「『ＡＬＬやまがたＪＣ』の強靭なはずの絆の円は、互いに背中合わせの関係になり本来あるべき姿から離れてしまっています。」という部分。この前文では「ＡＳＰＡＣ山形大会の成功となり花開きました。」とあり、その後から「互いに背中合わせの関係になり本来あるべき姿から離れてしまっています。」となっているのはどういう意味なのか教えて頂きたい。

狩野委員長【回答】

ＡＳＰＡＣ山形大会という大きな目標に向かって、山形ＪＣ、シニアの方々、関係諸団体、他のＬＯＭで絆という一つの円をつくってはいたが、本来絆という円をつくる場合には円の中心を向いて一つの物事に進んでいくということであるが、その中心にＡＳＰＡＣがあったのだが、目標が大きかったこともあり、円の中心を向くというよりは外側を向いて様々な問題に対して対処しているというイメージがあった為、外向きの円から内向きの円へ、山形ＪＣのＬＯＭを見直す、絆を見直すという意味でこの表現を記載した。

竹田総括幹事【意見】

８行目。「温かくも厳かな」という部分。「厳かな」の前に「も」がくるのであれば、その前には「厳かな」に対して反対のような言葉がくるのが伝わりやすいのではないか。「温かく」を使う場合には、「も」を使うことご検討頂きたい。

１２行目の「気付くために」、１７行目の「得るために」という部分。「～するために」に修正して頂きたい。⇒ルール上問題なかった為、訂正の必要なし。

河又委員長【意見】

２行目。「背中合わせの関係」という部分。このような表現では大変仲が悪いようなイメージで読み取れる。実際そのような意図であれば良いが、私たちはＡＳＰＡＣが終わって仲が悪くなっているわけではない為、ご一考頂きたい。

伊藤副実行委員長【意見】

一段落目は委員会の設置される時間的、社会的な背景があって、それに向かってどのように取り組んでいくのかという委員会の設置理由が書かれていくべき場所であると思う。この一段落目の文章では、山形ＪＣの中だけのことになってしまっている。いわゆる時間的な背景の部分であるとか、ＡＳＰＡＣがあったからどのような社会的背景が２０１５年に生まれて、そこにどのように向かっていくのかというところの記載がないように思う。そこの部分を一度考えて頂くと、絆の表現の部分も自ずと表現の仕方であるとか、どういうところを考えればいいのかというところが変わってくるのではないか。背景の部分、ご一考頂きたい。

荒井本部長【意見】

５行目。「『ひと』と『ひと』が心を通わせる『素直な心』で感謝の気持ちを伝える必要があります。」という部分。この前文の背景に対して、「感謝の気持ちを伝える」ことの必要性が直接つながりを感じない。また「感謝の気持ちを伝える」のは、誰が誰に伝えるのか文章からは読み取れない。ご一考頂きたい。

９行目。「姉妹ＬＯＭ」という表現があまり聞かない為、この表現が適切かどうか事務局等とご確認頂きたい。

１３行目から１５行目。シニアとの交流、絆を深めたいという文章。あくまで「互いの強固な絆を再確認するために、」というよりは、「より絆を強めるために、」ではないか。そのために交流の機会へ積極的に参加することと山形ＪＣじゃがいもクラブ等への支援を行うというような手法が入ってくるのではないか。文の構成などご一考頂きたい。

１６行目。クリスマス例会の部分。「家族への感謝を伝える」、「ＪＣ運動への活力を得る」という二つの目的があり、現状では「ＪＣ運動への活力を得る」がメインになっているが、私たちが積極的に活動するには家族の支援が必要であり、「家族への感謝を伝える」をメインにすべきではないか。ご一考頂きたい。

鈴木実行委員長【意見】

２行目。「互いに背中合わせの関係になり本来あるべき姿から離れてしまっています。」という部分。担当ラインでどのように捉えているのかはわからないが、この文章からは私は共感できない。絆を円とする考え方は良いと思うが、この部分には共感できない。

鈴木実行委員長【質問】

新春賀詞交歓会の式典の目的はなにか。また、新春賀詞交歓会の祝賀会の目的はなにか。それぞれ教えて頂きたい。

狩野委員長【回答】

式典と祝賀会で一つの議案としてまとめており、式典が持っている目的、祝賀会が持っている目的というものを分けて考えてはいなかった。

鈴木実行委員長【意見】

分けていないということであれば、式典も祝賀会も同じ目的で実施するということとなる。しかし、この文面から見てもこれが式典の目的、これが祝賀会の目的というようにどっちとも取れない。議案でも同じ。２０１４年は分けるようにした為、それぞれの目的を答えることができる。委員会メンバーもそれぞれに向かうことができる。式典は理事長が所信表明を行う、祝賀会では感謝を伝える挨拶をする、それぞれ話すことが違う為、必ず目的は違うはずである。同じ日に開催し、時系列ではつながっていて、対象者も同じだが、違っている。委員会メンバー皆に動いてもらうためには、その部分を自分で説明できるようにならなければいけない。

取り組みの中でも、「山形ＪＣじゃがいもクラブ」と「日本ＪＣシニアクラブ」は別である。「日本ＪＣじゃがいもクラブ」はしっかり組織してあり、定款もあって、目的もある。「山形ＪＣじゃがいもクラブ」も会員であるが、調べればわかる。これをもう一度見て頂きたい。

クリスマス家族例会では、ロータリーの会長たちも呼ぶ。なぜ呼ぶのかも考えて頂きたい。家族だけではなく来賓も呼ぶ。賀詞交歓会も同じ。このような人たちを呼んで、このようなことをしたいということがそれぞれにある為、そのような考え方を持って頂きたい。

丹野財政局長【意見】

事業計画の公益区分について、「公益なし」という記載ではなく、「他１」、「他２」、「他３」のどれかに該当するはずの為、正しい記載をお願いしたい。
・国際協働委員会

伊藤委員長【委員会主旨読み上げ】

茂木委員長【意見】

１２行目。「機会を創出し、」という部分。「機会を提供し、」という表現が適切ではないか。ご一考頂きたい。

１４行目。「さらに、やまがたを世界に発信する団体と協働し、山形の国際化を実現するために、」という部分。「やまがた」と「山形」がある為、どちらかに統一すべきではないか。ご検討頂きたい。

三瓶委員長【質問】

６行目。「日本青年会議所で２００５年度より推進している『ＯＭＯＩＹＡＲＩ運動』を再検証し、」という部分。日本青年会議所では検証していないのか、それとも一度検証したものを再検証するということなのか教えて頂きたい。

伊藤委員長【回答】

２００５年より「ＯＭＯＩＹＡＲＩ運動」ということで日本ＪＣから発信してやっている活動だが、今現在山形ＪＣで行われてきた「ＯＭＯＩＹＡＲＩ活動」、その運動の流れ、そういったものを検証して、それを公開例会においてつなげていくという考えの下、書かせて頂いた。

三瓶委員長【質問】

「ＯＭＯＩＹＡＲＩ運動」とは、山形ブロック協議会として取り組んでいる事業かと思うが、これは山形ブロック全体として動いている内容として認識している。その「山形として」というと、いっしょにやっている山形ブロックということか教えて頂きたい。

武田専務理事【補足】

２００５年の日本青年会議所のものと、２００８年からの山形ブロック協議会独自の「ＯＭＯＩＹＡＲＩ運動」は若干違うが、こちらの表現であると日本青年会議所で始めたものを日本青年会議所で検証をしているのかという質問かと思うがどうか。

伊藤委員長【回答】
もう一度確認させて頂きたい。

伊藤副実行委員長【意見】
一段落目の背景の部分で、内向きの事が書かれている。５行目の「愛するまちやまがたの国際化の実現に向けて運動する必要があります。」という部分。なぜやまがたの国際化の実現に向けて運動しなくてはいけないのかということを考えていくと、その先にＡＳＰＡＣを行った理由が入ってきて、社会的な理由を背景にＡＳＰＡＣを行って、２０１４年にＡＳＰＡＣを行った次年度の２０１５年だから、この委員会がこのようなことをするという形で考えを進めていけるかと思う。一度考えて頂きたい。

７行目。「お互いを受け入れる思いやりの心溢れるまちになることが国際交流の第一歩になると考え、」という部分。ここは目的と取り組みを書くところである為、そのような理由というよりは、なぜそうするのかというところを明確に考えて書いて頂きたい。

１６行目。「アジア太平洋地域のセネターの方々の価値ある国際的な交流の場と」という部分。「の」が数多くつながっている。「の」がつながっていると、何の、何のためにというところが分かりにくくなってしまう為、「の」は２つまでにすると文章として読みやすくなるのではないかと思う。

荒井本部長【意見】
６行目からの文章、１１行目からの文章、１４行目からの文章について、全て目的のところに一回手法が入って、目的がある構成になっている為、若干読みにくく感じる。そのため、目的を明確に出して頂いて、その下に手法というように、並び替えやきれいに構成を変えると読みやすくなるかと思う為、ご一考頂きたい。

庄司常任理事【質問】
９行目からの文章。「香港シティレディＪＣとの更なる強固な関係を創るために、相互理解を深める活動を行います。」という部分。「相互理解を深める」とは、メンバー同士のことなのか、ＬＯＭ同士のことなのか教えて頂きたい。

伊藤委員長【回答】
メンバー同士ということで考えている。

庄司常任理事【質問】
ＡＳＰＡＣのことにも触れているが、メンバー同士での「相互理解」ができているからこそ姉妹締結が結ばれたはずで、「同じ志を持つ海外の仲間であり互いを高め合うライバルとして友情を紡いできた」ということやＡＳＰＡＣのときにも協力頂くなど、「相互理解」ができているからこそではないか。そのような協力関係にないのではないかと考えるが、どう考えているのか教えて頂きたい。

伊藤委員長【回答】
「相互理解」がなければ姉妹締結がなかったという点はその通りかと思う。ただこれまで国際交流、国際関係の担いを持っていた方が中心となっていた関係づくりがあるかと思う為、

山形にいるメンバーの方が今まで以上に国際の交流、香港シティレディＪＣと触れ合う機会を創っていきたいという思いで、このように書かせて頂いた。

庄司常任理事【意見】
その場合であると、「相互理解」という言葉よりも「絆」という表現などの方がよいのではないか。ご一考頂きたい。

鈴木実行委員長【質問】
「国際化の実現」とある為、「国際化」が「実現」出来るものとして捉えていると思うが、どういった状態が国際化したとなるのか、山形が国際化を実現した姿、状態を教えて頂きたい。

伊藤委員長【回答】
色んなレベルでの国際化というものがあるかと思うが、ここで書きたかったことは「人と人」という部分であり、例えば相手のことをよく知る、外国の方のことをよく知る、「ＯＭＯＩＹＡＲＩ運動」、「ＵＮ ＭＤＧｓ活動」にもつながっていくと思う。今まで以上に人と人というつながりを持てる状態という意味合いを込めて、「国際化」と書かせて頂いた。

鈴木実行委員長【意見】
その場合であると、どの状態が実現したかということが証明できない。私にはイメージできない。外国へ行って交流することがなぜ山形の国際化になるのか、わからない。「国際化」がどういうものであるかは色々あると思うが、自分の目指すビジョンがなければいけない。例えば、今現在海外の方が年間どのくらい山形に来ていて、これからこのぐらいの人に来てほしいというビジョンがあれば、それは「国際化を実現する」というイメージが湧く。今はまだ「国際化」という言葉を使って逃げているようにしか見えない。「国際化」という言葉が数多く使われている。例えば、グローバルな社会の中で、グローバルなリーダーを山形から多く出すことが山形の国際化であるとすれば、それは納得できる。「ＵＮ ＭＤＧｓ」というものはそういうことにつながるとは思う。それもあくまでもそういう人たちをどのようにしてリーダーとしていくのかイメージまで自分の中であれば、である。イメージがなければ、つながりが弱く、なんとなくはあるのかと思うが、そこを今しっかりと持たなければ、実現には向かわない。実現が必要であるならば、実現しなくてはいけない。２０１５年１２月３１日までにできることをしっかりイメージして、この事業計画に反映して頂きたい。そうすると、「ＵＮ ＭＤＧｓ活動を広く周知させる運動」というわかりにくい表現もなくなる。なぜしなければいけないのか、これはなんのためにしなければいけないのか、よく考えて頂きたい。

竹田総括幹事【意見】
８行目、１１行目、１３行目。全て「～するために」の形へ変更頂きたい。⇒ルール上問題なかった為、訂正の必要なし。
河又委員長【意見】
９行目。香港シティレディＪＣとの関係について「ライバル」と表現しているが、香港シティレディＪＣは「ライバル」なのかということで疑問を感じる。私は「ライバル」として認識していなかった。表現ご一考頂きたい。

丹野財政局長【意見】
９行目。「強固な関係を創る」という部分。強い思いがあれば別であるが、「関係」であれば、「築く」という表現のほうがより適切かと思う。

事業計画シートの公益区分について、山形青年会議所公益目的事業は１～４までしかないにも関わらず、５や７があるが、これはどこから出てきのか。正しく記載頂きたい。

武田専務理事【補足】
１～７まであるものは前のもので、現在は「公益」の１～４と「その他」の１～３までしかない為、確認をお願いしたい。
・会員拡大委員会

松田委員長【委員会主旨読み上げ】

伊藤副実行委員長【意見】

４行目。「会員数を増加傾向へ転換すると共に、」という部分。複数年あって「減少傾向」、「増加傾向」となる為、２０１５年の事業計画としては「傾向」という言葉にはならないのではないか。

１６行目から１７行目。「率先して地域の問題を提起する先駆者であり続けます。」という部分。この表現では、「取り組み」ではなく、「決意表明」になっているのではないか。「取り組み」を記載頂きたい。

荒井本部長【意見】

８行目。「出会った方々にＪＣの活動内容を誠実に伝える機会とするために、活動に触れる機会を設けます。」という部分。「機会」という言葉が２回重なっている。前半の「機会」という言葉をとっても文法的にはおかしくない。そして、この文章ではもう少し肉付けしてもいいのではないかと思う。

１０行目。「拡大に関する様々な情報を共有することでサポートをします。」という部分。「情報の共有」が、「メンバーが新たな仲間との出会いにより更なる成長を遂げる」ことをサポートすることになるのか、違和感がある。ご一考頂きたい。

荒井本部長【質問】

７行目。「一員である私たち自身」という部分。何の「一員」であるのか、教えて頂きたい。

松田委員長【回答】

「一員」とは、「青年会議所の一員」であるという意味で表記させて頂いた。

荒井本部長【意見】

唐突に「一員」と記載がある為、文章的にわかる表現を付け加えて頂きたい。

鈴木実行委員長【意見】

一段落目の背景については、グループ基本方針の際に申し上げた通りとご認識頂きたい。

鈴木実行委員長【意見】

二段落目の取り組みについて。例えば、１７行目の「率先して地域の問題を提起する先駆者であり続けます。」という部分は、何の「取り組み」のことを指しているのか、教えて頂きたい。

松田委員長【回答】

拡大運動を行っていく中で、様々な方とお話をする機会があると思う。その中で青年会議所の活動をお話したり、その方からお話頂ける問題であったり、そういった部分を「吸い上げる」、このような表現は好ましくないかもしれないが、そんな問題提起があったり、青年会議所でもこのような活動をしているということを伝えることによって、この部分「先駆者であり続けます。」という表現をさせて頂いた。

鈴木実行委員長【意見】

その前の取り組みにあたる部分「ＬＯＭの事業に積極的に参加しメンバー同士協力しあい、時には切磋琢磨しながらＪＣ活動を行います。」等も、一年を通しての「委員会としてのあり方」について記載されていると思う。以前の事業計画、委員会主旨であればこの形でよかったが、現在は「取り組み」と「目的」を明確にするためのものの為、このような表現は全てない。そして、そのさらに前文では「目標を設定する」ことが一つの取り組みになってしまっている。「目標を設定する」ことは「取り組み」とは言わない。拡大を募集する中での「手法」であって、ここに書くべきものではない。グループ基本方針を見ていても感じる点だが、「新入会員の募集」という大きな柱の取り組みの中で、いくつも細分化することに苦労していると思うが、素直に「新入会員の募集」、「仮会員セミナーの実施」、「新入会員事業の企画・実施」、「２月例会」という取り組み、ここには「２月例会」の記載がないが、本来こんな目的のためにこんな例会を実施しますという記載がなければいけない、このように任務として与えられていることが「取り組み」である。これは「手法」ではない。この「取り組み」、事業を明確にするというプロセスの為、そのような向き合い方をして次回まで修正頂きたい。

狩野委員長【意見】

１４行目。「自らの、引いては組織の魅力を」という部分。「引いては」という漢字は変換ミスではないか、ご確認頂きたい。

１５行目の「メンバー同士協力しあい、」、１９行目の「互いを高めあいながら、」という部分は「あい」という部分を「合い」という漢字にする方がこの文章では適切ではないか。

安藤副理事長【意見】

２０１５年度ブロック協議会の中で、拡大について「人数の拡大」だけでなく「退会者の減少」、特に入会して１、２年で退会するメンバーを極力減らしていこうという話が出ていた。やはり入会したにも関わらず、運動がうまく伝わらず、退会してしまうことは非常にもったいないことかと思う。もし、この中に入れてもらえるのであれば、１１行目からの「新しい仲間が青年会議所の活動主旨を深く理解し今後の活動で確かな歩みを進めるために、研鑽を積む機会を創ります。」という文章の中で、新入会員へＪＣの活動をしっかりと伝えて長く続けて頂く、しっかりとそのような考えが伝わるような取り組みをぜひ来年行って頂きたい。議案の中で入れて頂くかは考えて頂いてですが、参考にして頂きたい。

丹野財政局長【質問】

１１行目。「活動主旨」という漢字ですが、「活動趣旨」の方が適切ではないか。

松田委員長【回答】

調べて確認させて頂く。

丹野財政局長【意見】

事業計画シート。予算の項目で「予算あり」となっているが、予算ヒアリングによって変更される可能性はあるが、現段階での金額を入れて頂きたい。

また、「新入会員事業の企画・実施」について、公益区分の項目は他１～３のどれかが該当するはずなので、埋めて頂きたい。
・渉外支援委員会

茂木委員長【委員会主旨読み上げ】

河又委員長【意見】

８行目から１０行目の文章。目的と運動がわかりにくい記載になっている為、もう一度精査して頂きたい。

鈴木実行委員長【意見】

取り組みの書き方、運動、事業の部分。事業計画上非常に多くの任務を担っている為、書ききれなくてこのような表現になっているのかと思うが、基本的に「～のために」という部分までが長すぎる。目的が長く、非常にボリュームがある、確かにボリュームのあることだと思うが、そこを簡潔に表現し、目的を明確にするようにして頂きたい。

事業計画の中で、大切なことで入っていないものがある。網羅しきれていない。重点事項を押さえたのか定かではないが、自分の委員会の全ての取り組み、運動を網羅できるように表現して頂きたい。そうすると、気持ちがあって記載があるのかと思うが、「全国大会運営会議議長をはじめ、」、「八戸大会」、「金沢大会」などは全て消えるはずである。そこまでここで明確にする必要はない。この形では「ブロック大会」は出さないのかとなってしまう。取り組みと目的を明確にする部分の為、もう一度事業計画を見直し、細分化して、見つめて取り組んで頂きたい。

荒井本部長【意見】

１行目。「昨今時代変革の波が押し寄せ、社会のグローバル化や高度情報化に伴い」という部分。「社会のグローバル化や高度情報化」自体が「時代変革の波」の一つなのかと感じる為、文面の構成をもう一度お願いしたい。

２行目。「先行きの見えない問題など、漠然とした不安が否めません。」という部分。「先行きの見えない」、「漠然とした」と同じような意味の言葉が続いている為、精査頂きたい。

５行目。「問題の解決に取り組み歩みを進める」という部分。「取り組み」と「歩み」という言葉の意味が重なる部分も多い為、文法的には「歩み」を削除しても良いのではないか。ご一考頂きたい。

６行目。「地域に影響力のある組織として拡大や発展を図るために、」という部分。ここでの「拡大」という言葉が、「会員拡大」ということにつながるような気がする。委員会の担いとしてそこを含まない為、「拡大」を削除しても良いのではないか。ご検討頂きたい。

８行目からの文章。目的の記載がない為、ご一考頂きたい。

８行目からの文章と１０行目からの文章の接続詞について、「そして」が２回続いている為精査頂きたい。

安藤副理事長【質問】

１４行目。「アジア諸国が持つ崇高な文化を山形へ伝播する」という部分。委員長の考える「崇高な文化」とはどのようなものか教えて頂きたい。

茂木委員長【回答】

「崇高な」という言葉の意味は、「巨大なもの、勇壮なものに対したとき対象に対して抱く感情」とあり、アジアには現在４４億の人がおり、そのアジアの中の一つの国である台湾の姉妹ＪＣということで、アジアの壮大な部分、また多種多様な民族もおり、昨今アジア諸国がＩＴ分野で発展しているなど、そういった文化を日本へも伝えていきたいと思い、「崇高な」という言葉を用いた。

安藤副理事長【意見】

今お話したような部分を縮めたとしても少し加えて頂き、少し具体的に「崇高な文化」がどういったものかということに触れて頂けると変わってくるのかと思う。

安藤副理事長【質問】

委員長は来年コタキナバルのＡＳＰＡＣ、金沢の全国大会へ行かれるか教えて頂きたい。

茂木委員長【回答】

もちろん参加させて頂く予定である。

安藤副理事長【質問】

９行目。「夢と魅力溢れるブースを出展し、」という部分。どのようなイメージか教えて頂きたい。

茂木委員長【回答】

理事長所信にある「夢を持つことで日常生活における目的や目標が明確になり、意識と行動が変わってくるはずです。」という言葉の通り、意識や行動を良い方向へ変えられるような出展を考えていきたいと思っている。

安藤副理事長【意見】

いまひとつわからなかったが、もう少し噛み砕いて頂き、これから議案本体も上がってくるかと思うが、日本からも世界からもＡＳＰＡＣを行ったＬＯＭ山形として非常に注目を集めるかと思う為。多くの方が訪れて頂けるようなブースになるよう、事業計画のこの段階からしっかりと組み立てていって頂きたい。

伊藤副実行委員長【質問】

２行目。「先行きの見えない問題など、漠然とした不安が否めません。」という部分。「否めない」とあり、あるのかないのかわかりにくい表現になっているが、「不安があること」そのものを問題と捉えているのか、どういった問題があると捉えているのか教えて頂きたい。

茂木委員長【回答】

解決策が明確になっていないような問題が、社会情勢としてあるような気がしており、「漠然と」という表現を使わせて頂いた。「否めません」という言葉は、「不安が拭えない」というような意味で使わせて頂いたが、伝わりにくくなっているかと思う為、その部分再考して精査させて頂く。

伊藤副実行委員長【意見】
そういったところを解決しようと思って、「国内外につながりのあるネットワークをさらに強めて」いくことで、逆に地域の問題を解決することにつながっていくのか、わかりにくく感じる。また、「地域と共に問題の解決に取り組み歩みを進める組織」という部分で、「組織」である必要があるのか、というように地域という部分とのつながりが見えてこないように感じる。そして、その成果として１８行目「出向や各種大会の素晴らしさに魅力を感じ取り、」というところ、背景、委員会の設置理由となっている部分と成果の部分がそれぞれその時々で考えているように感じる。つながりを持って考えて頂きたい。
・総務情報委員会

三瓶委員長【委員会主旨読み上げ】

鈴木実行委員長【意見】

一段落目、最後の行。「力強く発信していく組織である必要があります。」とあるが、長すぎて、かつ主語がない。「誰が」力強く発信していく組織である必要があるのか。指摘させて頂きたい。

７行目。「慣例を重視し、」という部分。総務としては慣例を重視すべきではないと思う。慣例を重視するという表現であれば、ずっとコピー＆ペーストで済んでしまう。今ＡＳＰＡＣを乗り越えたときに、私たちは今までこうしてやってきたことに対してあまり疑いを持たずに何となく記憶や感覚でやってきてしまっていた。そのため、６０周年という節目でもあるため、もう一度この運営方法であるとかをきちんと考えてやっていく必要があると思う。ただ慣例通りやればいいわけではないということを考えて頂きたい。

９行目。「ホームページ、マスメディア、ＳＮＳ、広報誌を活用し、」という部分。全て手法の為、ここではこのような表現はしない。

三段落目の目的は、二段落目を受けて達成される成果である。「ＬＯＭの魅力を発信していくことで」と断り書きを入れているが、「発信していく」ということは二段落目の取り組みに既に記載されている。二段落目の取り組みを全てしたこととして達成される成果を記載して頂きたい。苦労するとは思うが、「こんな『夢溢れ美しく先駆けるまち』を実現します。」というグループの共通の締めくくりにするわけであるが、もう一度こんな取り組みがあってどうなりたいのかという成果を書いて頂きたい。最初の背景の部分に「人材不足」や「人材育成」ということが記載ある為、その部分が目的へもっとつながっていかなければいけない。

伊藤副実行委員長【意見】

１行目から２行目の文章。「地方経済発展の足かせとなっている現状は否めません。」とあるが、「何が」足かせとなっているのかつながっていないかと思う。「首都圏への人材流出」が「地方経済発展の足かせ」となっているのか、その場合前文とのつながりがわかりにくい。文章を精査して頂いた方が読みやすいのではないか。

４行目。「法令を順守し、」という部分。総務委員会として当然入れなくてはいけない文言かと思うが、文脈からは唐突に感じる。

１５行目からの文章。目的が記載されていない為、目的を記載頂きたい。

安藤副理事長【意見】

１行目。「少子高齢化、首都圏への人材流出、東日本大震災」という部分。これは確かに社会的な背景、現状かと思うが、総務委員会の設置されている背景とはうまくリンクしていないと思う。確かに現在の社会の状況ではある為、総務委員会の設置される部分とのリンクをもう一度考えて頂きたい。

１６行目。「ＬＯＭをけん引していただいた」という部分。「けん引」は漢字でも違和感ないかと思う為、特別な意味がなければ「牽引」との記載をご検討頂きたい。

１９行目。「展開するができます。」という部分。「展開することができます。」であるかと思う為、文字数も変わってくるが、再考頂きたい。

荒井本部長【意見】

１４行目。「財政審査」とあるが、「財政審査」が総務の委員会主旨に入っていていいのか、事務局とご確認頂きたい。
横山理事長【コメント】

総括幹事、委員長の皆様お疲れ様です。今年の委員長の皆様との引継ぎ等々していらっしゃいますでしょうか。今年の議案を見ていらっしゃいますでしょうか。様々皆様からご意見が出ている中で、やはり何年かこの理事会の構成メンバーになっていれば、担当ではなくても継続的な知識が、知っているということが多くなるのかなというように思いながらそれぞれの意見を聞いておりました。そこはもう知っているか、知らないかのレベルのところである為、経験として重視する部分ではなくて、何が言いたいかというと議案として残るというところを重視するために、これから議案をしっかり作るわけです。人と人のつながりだけではなくて、しっかり資料として残して、同じような事業もその後にしっかり進化するように議案が残っている、ただやはり今年委員長をされている人とのやりとり、話し合い、色んな引継ぎというものを受ける中で、知れることはたくさんあるかと思います。何度も話しますが、委員会事業計画を作るための作業ではなく、この後に議案を作る、事業を構築していくというために、この事業計画があるわけです。何人かの委員長と話をした中で、レポートの過去の事業計画も読んでいないという方もいらっしゃったが、そこが「向き合う」ということだと思います。「逃げる」とかいうことでもなく、一つの言葉を抽象化のままに済ましてしまうのか、ここで抽象的であると、その後の議案も抽象的になるのかな、事業自体もふんわりとしたものになるのかなというところではなくて、ここで出来るだけ具体化すれば、次に議案を書くときに楽になるのではなくて、深いところに、広がりを持ったところに突き進めると思う為、ここで引継ぎ、過去のものをしっかりと学ぶことが、特に６０周年の節目なので、過去を知って、変えるべきところは変えます。ですので、そういう意味でもしっかりとそれぞれの今まであった委員会、今までたくさんいらっしゃった委員長がどういう風な思いを持って取り組んできたのかということを、そこにもっと向き合ってもらいたいというように思います。とにかく時間のない中、今次年度が交錯する中ですので、出来る限りの精一杯をやっていると私は信じていますので、決して逃げている、それぞれが怠っていることはないと思います。ただその取り組み方をもっともっと副理事長、常任にも聞いてほしいと思います。情報は与えられるものではなく、取りにいくものであると思って、自分からしっかりと取りにいってもらいたいと思うので、次に上がってくる事業計画を本当に楽しみにしていますので、一生懸命頑張っていきましょう。以上です。
延長動議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会
三瓶委員長【上程】
一時間の延長をお願いしたい。
全員賛成。

協－０４　新春賀詞交歓会式典並びに祝賀会の企画・実施（案）に関する件　　　　　会員交流委員会
狩野委員長【上程】
まず、協議上程に当たり、一部ルールに従っていない箇所があった。申し訳ありません。今後このようなことがないようにする。宜しくお願いします。

まず１点訂正がある。確認日、作成日時２０１５年となっているが、修正する。申し訳ありません。

事前配信から議案が変更している点がある。添付資料が多数漏れていた為、添付資料をつけ、リンクを貼った。

２０１４年ＡＳＰＡＣ山形大会という山形が思い描いた夢が形となった。そして、２０１５年は、創立６０周年という記念すべき年に、新たな目標に向かって歩みを進める最初の年です。その年の門出を祝う初めの事業として、新春賀詞交歓会を開催する。

全体のテーマとしては、「“感謝”～絆は歴史を超えて～」ということにさせて頂いた。山形青年会議所が創立して６０年間紡いできた多くの絆に感謝するということと、メンバーの一人一人が交流する機会に積極的に参加して、絆をしっかりと深めて頂きたい、そして新たな絆をつくる絶好の機会というように考えて頂き、これからまた青年会議所が新たな歩みを進める上で、青年会議所が持つ団結力、決断力、そして意気込みや勢いなどを発信するという式典にしていきたいと考えている。

開催日時に関して、この時期仙台青年会議所、倉敷青年会議所の新年会がある為、こちらを考慮し、事務局と話し合い、１月２８日水曜日とさせて頂き、場所はホテルメトロポリタン山形４階霞城とさせて頂いた。

式の構成としては、「式典」と「祝賀会」の２部構成とした。

本年の工夫と期待される効果であるが、まず祝賀会の始めに理事紹介があり、その中で各グループ、各委員会の任務及び各委員長、常任、副理事長が持っている意気込み、目標とすることを来場頂いている方へしっかりと伝えたいと考えている。私も含め、各委員長、常任、副理事長が来年青年会議所運動をこうしていこうという思いを委員会方針等で書いていると思うが、その委員会方針等はなかなか皆様に伝わることが少ないのではないかと思っており、その気持ちを漢字一文字で表して頂き、理事紹介の流れるＶＴＲ、映像にその漢字一文字の思いを載せて、理事紹介としたいと考えている。最後に、理事長の決意表明があるが、決意表明の前に、正月と言えば書き初めということで、理事長に「一字入魂」というようにさせて頂いたが、半紙に向かってＬＯＭが２０１５年に思い描く思いを漢字一文字にしたためて頂き、そちらを発表するということと共に理事長の決意表明をインパクト与えるものであるという風に考えている。

協議のポイントは、昨年同様、受付、式典から祝賀会への移動、祝賀会でのテーブルでの対応というものを各委員会の副委員長、部会長を中心とした委員会での対応を今年も考えている。また、理事紹介にて理事長が書き初めるという企画を考えており、こちらに関しても意見頂きたい。また、ＡＳＰＡＣでは香港シティレディＪＣと四維ＪＣとも山形においで頂いた。本年は６０周年記念式典もあり、そちらとの兼ね合いもあり、賀詞交歓会にはどちらのＪＣを招待するかということにも意見頂きたい。他のＬＯＭの招待案内者に関しても、ＡＳＰＡＣが終わったということと決定した出向者とこれから決定する出向者の兼ね合いもあり、しっかりと事務局と話し合っていきたいと思っている。

武田専務理事【補足】
上程は手短に、また事前配信している為、皆さん見ているという前提で、変更点をご説明頂きたい。

安藤副理事長【補足】
一月のスタートをしっかりと切れるよう、皆様からご意見をたくさん頂戴しまして、よい会にしたいと思っている。宜しくお願いします。

庄司常任理事【意見】
背景に関して、基本的に長いと感じる。また、ＡＳＰＡＣにこだわりすぎかとも思う。背景に対して、手法が２点使われており、再度見直して頂きたい。

目的に関して、テーマをここに入れる必要があるのかと感じる。テーマは手法に入れてもよいのではないかと思う。

目的（対外）に関して、「ＡＳＰＡＣ山形大会を乗り越えて再スタートを」とあるが、背景でのＡＳＰＡＣに関する記述と異なっている。目的（対内）では、「ＡＳＰＡＣという素晴らしい機会」とあり、「素晴らしい機会」を「乗り越えて再スタート」なのかという疑問を感じる。

事業対象者に関して、対外対象者が「来賓、来訪ＪＣ、山形ＪＣシニアクラブ」となっているが、目的（対外）では「行政・関係諸団体・来訪ＪＣ・先輩諸兄」となっている。統一しなくてはわかりにくい。精査お願いしたい。

対外配布資料の有無に関して、「姉妹その他JC」、「来訪ＪＣ」のフォントが異なっている。きちんと紙出し等して、調べて頂きたい。

実施組織に関して、「会員交流委員会」と記載のないメンバー表記があり、他の委員会メンバーの表記もある為、きちんと「会員交流委員会」と入れた方が良い。また、「五十嵐さん」という記載があるが、「さん」を付ける必要はないかと感じる。

事業内容（目的達成のための手法説明）に関して、これはただタイムスケジュールを書いているだけであり、タイムスケジュールは参考資料、添付資料として添付すれば良いのではないかと感じる。これを見ても、賀詞交歓会の中でこの時間にこれが行われるとわかっても私たちがこのときどうすればいいのかという手法が全くわからない。ただ単に時間しかわからない為、議案の書き方としては全く違うのではないかと感じた。

背景、目的等の部分に関して、数字の表記が半角、全角とバラバラになっている。副委員長が作成し、委員長がチェックすると思うが、幹事や会計等にも紙出し等でお願いし、チェック等して頂ければ、読みやすい議案で、誰が見ても事業を行えるというものが議案であると思う為、まずその辺りの精査から始めて頂きたい。

庄司常任理事【質問】
予算に関して、「４５０，０００」と記載があるが、こちらは丹野財政局長の財政審査、チェックを受けたのか教えて頂きたい。

狩野委員長【回答】
冒頭に述べた通り、認識不足もあり、抜けていた。すぐに丹野財政局長の財政審査を受けたいと思っている。

庄司常任理事【意見】
同じラインの安孫子常任理事が入院されていて大変かと思うが、安藤副理事長も経験豊かな方ですので安藤副理事長の確認等を取るなどお願いしたい。

安藤副理事長【補足】
予算の件、これから予算ヒアリングもあり、その中で予算を決めて頂き、当然財政局長ともしっかりと協議をした中で上程をさせて頂くので、次回以降しっかりとして行きたいと思う。大変失礼しました。

茂木委員長【質問】
事業内容（目的達成のための手法説明）に関して、タイムスケジュールの中で、「四維ＪＣ：国際協働委員会」とあるが、担当として四維ＪＣは渉外支援委員会になっているはずだが、どのようにお考えか教えて頂きたい。

狩野委員長【回答】
記載が抜けていた。先ほど述べた通り、どちらのＪＣを呼ぶのかはっきりさせて、こちらの議案の方しっかり記入したいと思っている。失礼致しました。

鈴木実行委員長【質問】
背景に関して、「ＡＬＬやまがたＪＣ」という記載があるが、近年よく聞くが、どのような認識でこの言葉を用いたのか教えて頂きたい。

狩野委員長【回答】
賀詞交歓会という位置づけを考えると、山形ＪＣが主役となるわけではないが、関係諸団体、シニアの方々から支えられて、山形というＪＣがあるという絆をイメージしてこのような表現を使わせて頂いた。

鈴木実行委員長【意見】
６０周年の門出ということで、絆や感謝ということが前面に出していて、ＡＳＰＡＣの翌年であるということも出していることはわかるが、ただこれは新春賀詞交換会であり、年の初めの意気込みを見せつけるところである。「感謝」というものは、きっと理事長の挨拶の中でも触れられる。「感謝」はこの式典のテーマではないと思う。理事長の挨拶の中で、当然来て頂いた来賓、先輩方への感謝はあると思うが、もう一度「式典を何のためにするのか」考えて頂きたい。

「ＡＬＬ山形ＪＣ」というものは、ＡＳＰＡＣがあった為、先輩方の手を借りてやってきたときの言葉である。これからも「ＡＬＬ山形ＪＣ」ということで、先輩方に協力をお願いするというものではない。６０周年から自分たちの足で立ち、自分たちで夢を描いてやっていくものだと思う。本当にこの６０周年という節目に、また先輩方と「ＡＬＬ山形ＪＣ」でやっていくのだということを先輩方と共有してやっていくのか、私は疑問を感じる。もう一度考えて頂きたいと思う。

依頼事項に関して、「おもてなしの言葉」として「本日はありがとうございます。本年もよろしくお願いいたします」とあるが、長すぎる為、全て言い切る前に人がいなくなってしまう。インパクトのある言葉なのかはわからないが、何かが伝わる、メッセージ性のある言葉で統一するのであればもっと短く、コンパクトな言葉が良いと思う。

討議・協議・審議のポイントに関して、「香港シティレディＪＣ」と「四維ＪＣ」についてはそれぞれに担当の委員会がある為、やり取りを始めて、６０周年実行委員会としてはきっと式典に来ていただけるかと思っているが、相手方の担当委員会と相談をすれば良いかと思う。

松田委員長【意見】
例年、賀詞交歓会の受付の任務を行っていると、「申し込んでいるはずだ」と言っていらっしゃる方がいて、実際には申し込まれていないというケースが多々ある。それはどれだけ準備しても発生しうるという認識の下、シミュレーションを行って頂き、しっかり準備をしていく必要があると思う。宜しくお願いしたい。

竹田総括幹事【意見】
参加員数計画並びに参加推進方法に関して、その中に参加員数計画があるが、昨年度の実績しか掲載されていない。２０１４年度はＡＳＰＡＣを開催した年であり、例年とは違う年かと思う為、過去５年、１０年と数値を出して頂き、ＡＳＰＡＣの年を除いて考えて頂きたい。

與田特別委員長【意見】
事業内容（目的達成のための手法説明）に関して、今後のスケジュール、年内の動きのスケジュールというものが非常に大切になってくるかと思う為、ＴＯＤＯリストの作成や案内状の作成、発送などのスケジュールをしっかりと準備して頂き、効率的に進めていって頂きたい。

姉妹ＪＣアテンドスケジュールに関して、姉妹ＪＣとＳＩＳＴＥＲ　ＪＣが今のところ全部来られる予定となっていて、祝賀会が終わった後に各委員会で要請を受けて協力させて頂く形になるかと思う。連続的に各委員会が、例えば倉敷ＪＣさんは一つにも関わらず、時間を追って私たちが３０分おきに押しかけていくということが、食の暴力、飲みの暴力につながりかねないのではないかと思いつつ、非常に楽しみを持っていることと表裏一体であると思う為、ただ行けばいいということにだけならないよう注意を払って頂き、楽しい交流が出来ればいいと思っている。こちらのケアもしっかりとお願いしたい。

荒井本部長【意見】
15式典入場配置図に関して、交流委員会メンバーが受付に張りつく形になっているが、例年見ていると、委員会メンバーが受付にいれる時間はほとんどなく、他の委員会へある程度説明をして任せて、委員会メンバーはある程度フリーで動けるような体制をとられた方がスムーズにいっているかと思う。ご一考頂きたい。また、五十嵐さんの配置だが、シニアメンバーの方の顔をよく知ってらっしゃる方の為、そちらにいた方がスムーズにいったような経験もある為、そちらも踏まえてご一考頂きたい。

髙野常任理事【意見】
式典及び祝賀会進行表に関して、本年度次年度が入り乱れている為、一部訂正して頂きながら再作成頂きたい。

庄司常任理事【意見】
姉妹ＪＣアテンドスケジュールに関して、来年度は井上議長が日本ＪＣの議長、委員長輩出ということで、また全国大会の運営議長ということで、日本ＪＣ方面の方も呼ばなくてはいけないと考えていると思うが、泊まられる方も多いと考えられる為、そちらのアテンドもどのくらい必要なのか、井上議長、岩田総括幹事とお話し頂き、議案へ盛り込んだ方がより良いかと思う。

三瓶委員長【意見】
「総務情報委員会」の表記が全て「総務委員会」なっている為、修正願いたい。

茂木委員長【質問】
参加員数計画並びに参加推進方法に関して、「議長・特別委員長・委員長を中心とする理事メンバー全員でメンバーへの参加を直接訴えます。」とあるが、呼びかけに対しての具体的に何かどのように声がけするのかなどの手法は考えているのか教えて頂きたい。

狩野委員長【回答】
賀詞交歓会という年初の事業、式典ということで、「これから２０１５年、山形ＪＣ行くぞ」という式典になるため、やはり委員会の中をこの式典に全員参加して頂くことを目指して、委員長の呼びかけというものが、委員会を一年間しっかりまとめていくという意味でもこの賀詞交歓会が足がかりになって頂ければと思っている。細かい呼びかけの手法というものは考えていないが、やはり賀詞交歓会から委員会、一年がスタートするという委員長の思いがあれば、メンバーにも伝わるのではないかと思っている為、宜しくお願いしたい。

河又委員長【意見】
書き初めに関して、祝賀会の中での盛り上がりのポイントになるという意識をされているかと思う。その中で扱うものが墨の為、ホテルとの打ち合わせを密に行うことが良いかと思う。理事メンバーが入場し、きっと登壇したまま、理事長が書き初めをするのかと思うが、床が墨で汚れないようになど、そのような準備のシミュレーションもしっかりしなければ実現も難しくなってしまう為、ここに狩野委員長のお気持ちが入っているのであれば、ぜひともこの対策を考えて頂きたい。

伊藤副実行委員長【意見】
案内状等の資料に関して、昨年の決起集会の案内状はお送り先によって文面が変わっているなどしていたが、今回の資料では「会費として５，０００円」ということが記載されており、これが来賓の方へ出す案内状として果たして良いものなのかどうかと感じる。御礼状については、句読点のない文章になっている。今一度ご確認頂きたい。特に案内状は早めに出す必要があり、準備もある為、ご検討頂きたい。

協－０５　新入会員の募集（案）に関する件　　　　　　　　　　　会員拡大委員会
松田委員長【上程】
財政審査の日時が「２０１５年」と記載されている。「２０１４年」の誤りである。大変失礼致しました。

まず、本年の会員拡大の目標だが、参加員数計画並びに参加推進方法の項目に記載している。本年は拡大目標数を「４０名」と設定している。目標値と記載しているが、必ず１００％達成する数字として出させて頂いた。数字の根拠としては、シミュレーションがある為、ご確認頂きたい。そして、それを達成するために、本年様々な工夫や仕掛けを行う予定である。まずは、ツールのパンフレット、毎年印刷しているものだが、こちらの内容を構成等含めてガラリと刷新するつもりである。また、拡大のフォローアップ面談やＪＣ見学会、シニアへのお願いの強化等、協議のポイントに記載しているが、様々な仕掛けをしていくつもりの為、忌憚ない意見を頂きたい。宜しくお願いします。

庄司常任理事【補足】

実施組織に関して、申し訳ありませんが、私の認識不足により、山形ルールで必要なＥｘｃｅｌの実施組織表がついていない。次の協議までつけさせて頂く。宜しくお願いします。

伊藤副実行委員長【質問】

拡大シミュレーションに関して、２０１５年の目標が４０人で、２０２０年に２５０人にするためにはこの人数が必要であるということでシミュレーションもあるが、理解が追いついていない為、なぜこれが２５０人になるのか、ご説明頂きたい。

また、なぜ２０２０年の目標数が２５０人になっているのか、その背景、理由をお聞かせ願いたい。

松田委員長【回答】

このシミュレーションの見方であるが、一番右がその年拡大をした結果から卒業生と退会者を引いた数になり、次の年のスタートの人数となる。それが２０１５年から２０２０年まで続いていく形になっており、それがこの表の見方である

２０２０年の目標数が２５０人になっている理由は、山形市の人口が約２５万人であり、その０．１％が２５０人となり、それが基となっている。

伊藤副実行委員長【質問】

卒業生の数がどこから出てくるのかわからない。これから拡大される方の数も含めての卒業生の数かと思うが、記載されている数の根拠がわからない為、教えて頂きたい。

２５０人は人口の０．１％ということはわかったが、なぜ０．１％なのかというところ、２５０人のメンバーを以てどのようなことを思われて設定されたのか教えて頂きたい。

松田委員長【回答】

卒業生の数は、現状ＬＯＭ内にいる方の卒業予定者の数となっている。当然、今後入会される方の中には２０１８年以降に卒業する方も入ってくる可能性がある。そのため、２０１８年以降については卒業生の数が増える可能性はある。

庄司常任理事【補足】

ご指摘の通り、２０１９年、２０２０年の卒業生の数については、あくまでも現状のメンバーである。私たちも卒業される方の数は予想つかないところがある為、現状のメンバーの数とさせて頂いている。

退会率は、日本の拡大情報の中からＬＯＭの退会率はこの程度という資料を基に３％とさせて頂いている。もちろん退会者は出さない方が良いが、そちらを根拠にさせて頂いた。

人口の０．１％という点は、山形市役所の人口データより２０歳から３８歳の青年会議所の対象者の数を割り出したところ、０．１％となった。市役所のホームページより人口データの添付資料をつけている為、数字がおかしいという点があれば、ご指摘頂きたい。

鈴木実行委員長【意見】

２５０人の理屈は私としては理解しているつもりである。この地域に対して影響力を及ぼせる団体となるためには、人口の０．１％の数が必要と日本ＪＣではよく言っている。そのため、山形であれば２５０になっているのかと思う。覚えていてほしい。

そもそも２０２０年までという短い期間にする必要があるのか、疑問を感じる。色んなＬＯＭで一生懸命拡大を行っている、拡大を目的に行っているＬＯＭもある。先ほど安藤副理事長がおっしゃっていた入会して１、２年で退会する人が多いというＬＯＭに山形は当てはまらないと思う。私たちの目指す拡大はどうなのか。特に日本ＪＣでは３３％と言っていたが、そこまで大きく増やすのか、「４０」という数字は過去の山形ＪＣにならって、本当に現実的であって、教育が追いついて、良いＬＯＭが創れるビジョンが描けるのか、あるいは来年は６０周年の為、７０周年まででも良いのではないか。ただ、今数値化することは難しい面もある。期間を延ばせば卒業生の数がわからなくなっていく。高い目標を設定することは良いことだが、ＬＯＭのビジョンも結び付けて、進めていって頂きたい。

狩野委員長【質問】

新入会員目標が４０名、内女性会員９名となっている。何かその根拠としているものがあれば教えて頂きたい。

松田委員長【回答】
女性メンバー９名の拡大によって、現状いらっしゃる女性メンバーの数と合計し、各委員会２名ずつの女性メンバーの配置が可能となる。その数字となっている。

鈴木実行委員長【質問】
この新入会員の募集という議案を以て、どこまでをやるのか教えて頂きたい。新入会員の募集、仮会員セミナーの実施、認証式等あるが、その他細かなことあるが、どこまでがこの議案で審議通そうとしているのか教えて頂きたい。

松田委員長【回答】
セミナーの日程等は載っているが、詳細を見て頂くと、例えば講師の方の名前等が入っていない段階になっている。この議案では、新入会員の募集に関する内容のみのつもりだったのだが、当然セミナーも絡んでくる内容も出てくる為、記載もさせて頂いた。

鈴木実行委員長【意見】
年間事業フレームを見ると分かれている為、安心したが、それぞれの取り組みをしっかり分けて、自分たちで整理をしてやって頂きたい。過去には一本にしたこともあり、引継ぎしようにも大変な時期があった。このような優秀な委員長揃っている為、取り組みを確認しながら進めて頂きたい。

河又委員長【意見】
ＪＣ見学会の実施に関して、私は非常に効果的なやり方ではないかと感じている。全て重たい事業を見て頂く設えになっているかと思う。特に開催までの期間が短い賀詞交歓会は狩野委員長と密にすり合わせをして、やっていかれると良いかと思う。

伊藤委員長【質問】
外部団体へのアプローチに関して、「商工会青年部、ロータリークラブ、ライオンズクラブなど」と記載があるが、具体的にどういった活動をしていく予定なのか教えて頂きたい。

松田委員長【回答】
委員会メンバーで各団体へ赴き、資料とパンフレットを持っていき、お願いに上がろうかと思っている。

河又委員長【意見】
特別拡大会議講演会に関して、本年会員拡大委員会の委員長として預からせて頂いたが、講師の日程調整の面で非常に苦労した。日本ＪＣ拡大の委員長のスケジュールと私たちの日程のすり合わせ、一月は非常に公務が多く、ここのすり合わせが非常に難しい為、逐一情報を取りに行き、開催の日程を決めて頂き、尚且つ参加者、私は全員受けても良いと思っている。そのために動いて頂きたい。

協－０６　２０１５年度山形ＪＣスローガン募集・決定（案）に関する件　　　　　　総務情報委員会
三瓶委員長【上程】
前回に続き、二回目の上程とさせて頂く。前回ご指摘頂いた、案内文の内容を変更させて頂き、審議対象資料に入れさせて頂いた。同報メールにて一回目、二回目の案内をさせて頂き、現在集まっている応募をリストとして添付している。ご確認お願いします。

會田常任理事【補足】
委員長がおっしゃったように、スローガンの募集打ち切っているが、まだまだ委員会メンバーへの落とし込みもお願いしたい。宜しくお願いします。

武田専務理事【補足】
宜しくお願いします。

鈴木実行委員長【意見】
事務局一任として良い。

三沢監事【意見】
事務局一任に賛成する。

武田専務理事【補足】
事務局にて考慮させて頂き、次回審議ということで、確定の議案を上げさせて頂く。

延長動議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会
三瓶委員長【上程】
三十分の延長をお願いしたい。
全員賛成。

協－０７　１月定時総会の開催（案）に関する件　　　　　　　　　総務情報委員会
三瓶委員長【上程】

１月２７日火曜日パレスグランデール、事務局と相談させて頂き、この日開催したいと考えている。スケジュールについて、昨年同様総会後、理事会を開催する流れで検討している。資料については、ここ二年ほど行っている、事前メール配信を考えている。こちらについてご意見頂きたい。

會田常任理事【補足】

宜しくお願いします。

武田専務理事【補足】

日時に関しては、賀詞交歓会の前日、告知期間の二週間を空けて考えている。場所についてはパレスグランデールを考えており、こちらの後臨時理事会を開催させて頂きたいと思っている。１月総会については予算がないという兼ね合いもあり、本年理事会費を以てパレスグランデールにて開催したという経緯があった。ただ、経費が掛かったという話もあった為、そちらについても再度検討させて頂きたいと思っている。こちらも協議のポイントとして挙げさせて頂く。宜しくお願いします。

鈴木実行委員長【意見】

事前のメール配信について、厳しいルールがある。全員から回収、全員に行き届かなくてはいけない、確認をとらなくてはいけない、その点注意をして、今年も行う点には賛同する。

委任状について、毎年往復はがきを利用し、経費を使って行っているわけだが、こちらについては他に工夫ができないのか。基本的に委任するからには、署名、捺印が必要なわけだが、何か工夫ができないのか調べた上で、ご検討願いたい。

セレモニーについて、賀詞では申し上げなかったが、慣例に従わず、ありかたについて考えて頂きたい。山形ＪＣでは「東北ＪＣ宣言」が追加になった。気になる方もいるかと思うが、「スローガン」の際に登壇しない理由を知らないかと思う。「ＪＣＩ　Ｃｒｅｅｄ唱和」から、「ＪＣＩ　Ｍｉｓｓｉｏｎ並びにＪＣＩ　Ｖｉｓｉｏｎ唱和」、「ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和」まで三人登壇し降壇する、「東北ＪＣ宣言唱和」でまた一人登壇し降壇する、「２０１４年度スローガン朗読」では登壇しない、最後に「山形市民憲章唱和」でまた登壇する。この形がセレモニーとして本当に美しい姿なのか。普通に考えれば、三人登壇し降壇したら、また三人登壇し降壇すれば良いのではないかと思う。私が調べたところによると、「２０１４年度スローガン朗読」の際に登壇しない理由はなかった。先輩方に確認した上でなかった。そのため、この辺りも検討し、一番良い、例会も含めた会の運営というものをご検討頂きたい。

長瀬監事【意見】

昨年度からメールでの事前配信を行っているが、こちらは法律上で決まっていることになる為、再度確認して頂きたい。現段階では、メールにて送る方法の他の方法は相当難しい。ほぼ無いと言っていいような状況である。案内はがきについてだが、下段のところに「公益社団法人山形青年会議所２０１５年度同報メールを使用し」とあるが、「同報メールを使用し」ではなく、「メールを使用し」になる。「同報メール」では、皆に届いてしまう。ここは「皆に届くこと」ではなく、「メールという方法で送っても良いか」という同意をとる部分である。そして、同意を得られなかった方には、書面で送る。これが法律で定められた内容となっている。この部分については、私も資料を持っている為、後ほど打ち合わせをさせて頂きたい。

狩野委員長【意見】

「いただく」という表記について、統一性を保つため、「頂く」という漢字に変更お願いしたい。

丹野財政局長【意見】

次第について、「１１．議事」の中に「第３５号議案　その他」とあるが、理事会で諮っていない事項は総会で諮れない為、総会ではその他はあり得ない。今まで気づかずに載せていたが、今後は削除して頂くようお願いしたい。

伊藤委員長【意見】

Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ創造に関わる事項について、「メンバー１人ひとり」とあるが、「メンバー一人ひとり」へ変更頂きたい。

三沢監事【意見】

Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ創造に関わる事項について、三瓶委員長は「Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」についてどのようなものか理解しているか。「Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」には４つの柱があり、ＪＣレポートにも記載がある。現状の記載では、全く関わっていない形になっている。他の委員長の皆様も、「Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」については、４つの柱に基づいて記載を頂くようお願いしたい。
協－０８　例会、理事会及び臨時総会の設営・実地（案）に関する件　　　　　　　　総務情報委員会
三瓶委員長【上程】
臨時総会については、総会と内容が重なる部分になるが、往復はがきでの委任状の回収、同報メールではなくメールでの事前配信の確認を取るように修正を行っていく。こちらも資料を事前にメールで配信することを原則とさせて頂く。協議のポイントとしては、多くのメンバーが集まることが重要であると考えている為、時間に余裕を持って案内を行う。スケジュール調整等、ご参加頂けるようお声掛けをお願いしたい。委任状１００％提出の大切さを伝えて頂き、期限内の提出にご協力頂けるようお声掛けをお願いしたい。

會田常任理事【補足】
宜しくお願いします。

武田専務理事【補足】
宜しくお願いします。

武田専務理事【補足】
こちらの案件は事務局ともリンクしている為、ご指摘があれば総務委員会、事務局へお申し出頂きたい。
協－０９　山形ＪＣホームページの運用（案）に関する件　　　　　総務情報委員会
三瓶委員長【上程】

ホームページのデザインを一新させて頂きたい。見やすく、わかりやすい、見たいものへすぐにたどり着けるようなデザインへしていきたいと思っている。まだトップページ、情報公開ページ等々、案の状態である為、正式な内容になってはいないが、このような形でやっていきたいデザインとご認識頂きたい。事業内容（目的達成のための手法説明）について、その中の⑤ブログについて記載あるが、今現在ブログの機能がシステムについており、折角の機能なので活用したい。以前は委員会のブログなど更新し、事業内容を発信していたが、まずは公開せずに各委員会等でブログを更新頂き、事務局と総務委員会で内容を精査させて頂き、対外的に発信して良いものについて「公開」へ変更するという管理をさせて頂きたいと考えている。ブログやバナーについては、担当委員会の方と綿密に打ち合わせを行い、必要な情報をとにかく挙げて頂く、その情報を対外へ発信していくことをまめに行っていきたいと考えている。⑨ログインＩＤについて記載しているが、私も「ＸＯＯＰＳ」というシステムの管理者にさせて頂き、ログインＩＤの保有者を閲覧できるようになったが、卒業生や現在山形ＪＣの中にいない方、その他「登録したい」という方からのお知らせがメールで届くようになったが、海外や関係のないところからも来ている為、全員分のＩＤを一旦無くし、一本化させて頂きたいと考えている。協議のポイントについて、運営しながら都度変更が必要な個所は訂正していきたいと考えているが、ホームページのデザインや活用方法についてアドバイス頂きたい。事前配信との変更点は、トップページ、情報公開ページの案について、本日の午後にデータが届いた為、差し替えさせて頂いた。

會田常任理事【補足】

差し替えに関しては、本日夕方データが届いている。早めに打ち合わせをしていたが、業者の方も手が遅かったため、今後このようなことがないよう、しっかりとした打ち合わせをしていきたいと思っている。

武田常任理事【補足】

ホームページのイメージとしては、もう少し修正の可能性があるかと思うが、こちらの段階でご意見を頂ければと思っている。また、今ある機能を最大限活用し、ＪＣの良さを発信していきたいと思っている為、忌憚のないご意見を頂きたい。

鈴木実行委員長【意見】

主務委員の人へ議案を作らせている段階かと思うが、主務委員の人が言われたからやるわけではなくて、この取り組みによって主体的な行動を意識して動かすプロセスとして頂きたい。背景に「ホームページ」をする理由が書かれている。「ホームページ」に到る背景がここにこなければいけない。私が教えられたことは、「蔵王の上に行くときには、車でどこまで行って、どこからロープウェイ乗って、どこからリフト乗って、どこから歩いてという順番がある。その時にどうしてこれをしなければいけないのかというものを自分で考えて行うプロセスである。」ということ。最初からゴールはない。「ホームページ」ということが最初からゴールになっている。そうすると自分で考えていない。一年間がおかしくなってしまう。

ブログについて記載があるが、次にＳＮＳとある。これはFacebookのことかと思うが、ブログとFacebookの併用をする意味があまりないと思う。いまやFacebookのほうが良くできている。ブログに色んな機能があるが、Facebookは相当良くできている。あまり煩雑化しない方が良いと思う。

ＸＯＯＰＳに関して、当時は理事しか議案のダウンロードが出来なかった為、名前管理を行っていた。漢字でＩＤ登録ができる、その点が貴重かと思う。今は全員ダウンロードしても良いとしてあるが、せめて委員会毎のＩＤ、コピー機のものでも良いから委員会毎のパスワード、そうすることでこの委員会はちゃんと見てくれているなということがわかる為、一律にするよりはそのように管理し、もっと見るように促すことや事前配信をきちんと行うように促すことにつなげて頂きたい。今は管理が増えすぎている為、削除することは一向に構わないが、一元管理についてはご検討頂きたい。

丹野財政局長【意見】

ホームページの案について、下部のロゴマークがグラデーションの掛かった上に入っているように見える。このままではコンプライアンス違反となる為、気をつけて訂正お願いしたい。

事業内容（目的達成のための手法説明）について、⑨の中で「大会者」とあるが、「退会者」であるかと思う為、訂正頂きたい。

三沢監事【意見】

会員ページのログインについて、ここ数年私の見ているところ、あまり利用していない方が多いかと思う。ここにいらっしゃる方は過去議案を見るなど使ったことあるかと思うが、このように有効なツールがホームページにあるという周知を何らかの形でメンバーへ落とし込みを行うことで利用率も上がると思う為、ご検討頂きたい。
協－１０　ＳＮＳを利用した対外発信事業の企画・実施（案）に関する件　　　　　　総務情報委員会
三瓶委員長【上程】

「ＳＮＳを利用した」ということで、現在もホームページにバナーを貼り、Facebookを活用し、公式ページがある。本年度はあまり動いていないという状況の為、来年はしっかりと情報発信元としてFacebookを活用していきたいと考えている。委員会内で、先ほどのブログと活用を検討させて頂くが、この時点ではブログにて発信した情報をFacebookに上げることで、立場の違う方が情報を受け取れるようにしようという考え方をしていた。今年度、花火大会のFacebookページを運用させて頂き、１０００「いいね！」を目標にさせて頂いた。「いいね！」の数がそのFacebookページのファンの数であると認識しており、このファンが増えれば増えるほど、Facebookを見ている方の目に触れることにつながると思っている為、こちらを利用していきたいと考えている。掲載内容についてご検討お願いしたい。

會田常任理事【補足】

宜しくお願いします。

武田専務理事【補足】

「ブログ」と「Facebook」の違いについて、「Facebook」は情報の発信の原点、「ブログ」は情報を取りに来た方の情報交流の場、情報を取りに来た方への情報発信という形として分けて議案を上程させて頂いた。

鈴木実行委員長【意見】

「ブログ」と「Facebook」の意味が違うということであるが、いずれにしてもタイムリーな情報であることが大切かと思う。ブログに載せたものを転用する場合には、タイムリーさに欠けると思う。委員会メンバーも、一か月に一回か週に一回か恐らく溜めて行うと思う。FacebookもＨＴＭＬのサイトに埋め込むことができる。要するに、ブログはホームページを見に来た人へ見せたいのかと思う。ブログであっても埋め込むか別ページを設けることになるかと思う。FacebookにログインしなければFacebookページを見ることができないという設定もあるが、埋め込めば見ることが出来る。チャレンジしたいということであれば、ブログでも良いし、他のＬＯＭであれば、理事長ブログを毎日更新しているところもある為、良いかと思うが、少し試してみて頂きたい。私の感覚ではFacebookを埋め込めばそれで足りるかと思う。ただチェックの部分、私が担当したときも先輩方が厳しく、昔は恥ずかしい写真などを見せてしまっていて問題になったりもしたが、近年ではそういうこともないかと思うし、最初からそのようなルールを設けておけば問題ないと思う。何か問題があれば削除すれば良いと思う。そんな心配も今はあまりいらないと思う。タイムリーな情報発信を優先した方が良いと思う為、ご検討頂きたい。

荒井本部長【質問】

Facebookで対外へ発信する情報は、どのようなものをイメージしているのか教えて頂きたい。例えば、例会の報告等なのか、それとも各委員会の活動までなのか。色んな青年会議所のFacebookページを見ると、各委員会の活動も更新されているところもある。

三瓶委員長【回答】

対外的に発信するものに関しては、ＬＯＭの事業であるとか、例えば京都会議のような外で行う会議など、そのようなものを想定している。各委員会の委員会などの活動については、現在あるような現役メンバーのページで十分ではないかと考えている。
協－１１　外部出向について　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

武田専務理事【上程】

前回の協議を経て、本年度出向して頂いているところについて、３０の出向は個人へ行っているということで、鈴木監事と確認の上削除させて頂いた。また、ご意見を頂いた次年度の予定としている２２については任期が終わっているが、事務局員が頑なにまだ終わっていないということで再度入れている。

武田専務理事【補足】

随時事務局へご指摘頂きたい。
１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤事務局長候補者
報－０７　その他
削除

報－０１　事業ヒアリングについて　　　　　　　　　　　　　　　事務局
近藤事務局長【上程】

当初の予定通り、１１月４日から５日、１１時から１７時で開催させて頂く。添付資料に希望日時を記載の上、事務局まで返信頂くようお願いしたい。
報－０２　予算ヒアリングについて　　　　　　　　　　　　　　　事務局
近藤事務局長【上程】

１１月２０から２１日の日程で開催させて頂く。事業ヒアリングと同様、事務局まで返信頂くよう重ねてお願いしたい。
報－０３　ルーム使用について　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
近藤事務局長【上程】

例年通りであるが、委員会で使用する際、個人で使用する際、いかなる場合においても事前申請を行って頂き、ルールを守ってご使用頂くようお願いしたい。
報－０４　ルームコピー機暗証番号について　　　　　　　　　　　事務局
近藤事務局長【上程】
既にご登録頂いている委員会もあるが、五桁の数字を第二希望まで記載の上、事務局までご連絡頂くようお願いしたい。
報－０５　今後のスケジュールについて　　　　　　　　　　　　　事務局
近藤事務局長【上程】
「15カレンダー (事務局案)」というシートに一月以降のスケジュールを記載している。また今後変更等あった際には、速やかに連絡させて頂く。
報－０６　上程スケジュールについて　　　　　　　　　　　　　　事務局
近藤事務局長【上程】
候補者段階では、「５・３・１」システムをとっている為、添付資料の通り、担当ラインご確認の上、期日厳守にて上程頂くようお願いしたい。
１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
［２０１５年度 第４回役員候補者会議］

２０１４年１１月６日（木曜日）１８：３０～　場所：愛和建設株式会社 １Ｆ会議室
１９．監事講評
三沢監事

皆様、本日は第三回の役員候補者会議ということで、大変長時間お疲れ様でした。各委員会の委員会主旨が、協議で本日から上程されて参りました。各委員会によって、主旨の方差が少し出ているのか、取り組み方によって出ているのかと感じたところでございました。委員会主旨につきましては第一回ということでありますので、次回までに最初の皆様からご意見頂いたハードルをしっかりと向き合って、意見等々頂いたものについては、しっかりとお考え頂き、意見頂いた事の中身そのものがもしわからなければ、各ラインの常任としっかりお話して頂いて、ご理解頂き、次回よりよいものをこちらにお出し頂ければと思います。また、常任理事の皆様におかれましては、グループ方針について、次回審議となっております。間で一回常任理事会を挟みますけれども、今回意見出なかったからとかではなく、次回もより良いものを出して、うまく審議をとって頂くような形で進めて頂ければと思います。また、今回から各方針以外にも、前回総務からスローガンについては上がりましたが、総務を始め、賀詞交歓会、また来月からは渉外委員会もバンバン上がり、拡大も来月から例年であればどんどん上がってくるタイミングでございます。本当に本次年度が交錯していて、時間のない中ではございますが、委員長の皆様、しっかりと委員会の方開催してください。そして、揉んでください。こちらにしっかりとした議案で提出のほどお願いしたいと思います。例年このタイミングで、このぐらいの議案が出ていたなとか、先ほどもホームページの件で話出ましたけれども、この時期でどのような議案がどのタイミングで出ていたかというのがだいたい流れ見てればわかると思いますけれども、このぐらいでいいやという風に絶対に思わないで、第一回からしっかりとしたものを作り込んで、そこでいい方向への意見を頂いて、議案をより良い方向へ反映して頂ければと思います。来月以降また長丁場の候補者会議となると思いますが、次回も大変実のある候補者会議となることをご祈念して、監事講評と代えさせて頂きます。本日はお疲れ様でした。
２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
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